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第６回稲盛アカデミー公開シンポジウム
「稲盛思想を紐解く」

とき：2019年2月2日

ところ：鹿児島大学郡元キャンパス　稲盛会館

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

　司会（吉田）　皆様、たいへん長らくお待たせいたしました。ただ今より第6回稲盛アカデミー公

開シンポジウムを開催いたします。

　私は本日の司会進行を務めさせていただく、鹿児島大学稲盛アカデミーの吉田でございます。ど

うぞよろしくお願いいたします。

　それでは開会に当たりまして、鹿児島大学稲盛アカデミー長の武隈晃より皆様にご挨拶を申し上

げます。武隈アカデミー長、どうぞよろしくお願いいたします。

開会挨拶
武隈　晃（鹿児島大学稲盛アカデミー長）

　開会に当たりましてご挨拶を申し上げます。主催者の稲盛アカデミー長の武隈でございます。

　本日は大変お忙しい中、第6回稲盛アカデミーシンポジウムにお運びいただきまして厚く御礼申

し上げます。

　当アカデミーは、稲盛和夫名誉博士の経営哲学、思想を広く社会にお伝えするという使命を担っ

ております。今、思想家としての稲盛和夫をさらに解明しようという気運が急速に高まっています。

稲盛名誉博士の故郷、母校のあるここ鹿児島の地においても、その一翼を担ってまいりたいと存じ

ております。

　「稲盛思想を紐解く」と題しました今回のシンポジウムでございますけれども、昨年、毎日新聞

に連載された『思い邪なし』の著者で、この後、『思い邪なし　京セラ創業者　稲盛和夫』を毎日

新聞出版より、2019年4月に世界同時発売予定の作家、北康利氏をお迎えし、稲盛和夫およびその

思想についてご講演をいただきます。

　第2部では、昨年12月8日に発足式を行いました稲盛アカデミー倶楽部。この稲盛アカデミー倶楽

部は本アカデミー主催の社会人等を対象とした履修証明プログラム「稲盛経営哲学プログラム」の

過去6年間の受講者により組織されています。この会員より、本日は4名の皆さんに「稲盛フィロソ

フィは私の仕事をどう変えたか」をテーマに実践報告をいただきます。また、盛和塾鹿児島の皆様

におかれましては、この発表に対してコメントをいただくということでお願いをしております。
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　どうか本日のこのシンポジウムが、稲盛思想を知り、深める、実り多き会となりますよう、ご出

会の皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。ありがとうございました。

　司会　武隈アカデミー長、ありがとうございました。

　それでは早速、第1部の基調講演に入らせていただきたいと思います。

　本日の基調講演の講師は、先ほどアカデミー長からもご紹介がございましたが、作家の北康利先

生でございます。北先生のプロフィールにつきましては、皆様にお配りをさせていただいた資料の

中にも入っておりますのでご覧ください。

　北康利先生は、昭和35年12月24日、名古屋市のお生まれで、東京大学法学部をご卒業後、富士銀

行に入行されました。資産証券化の専門家として、富士証券投資戦略部長、みずほ証券財務開発部

長等を歴任され、その間、財務省「アジアにおける債券市場研究会」メンバー、経済産業省「流動化・

証券化協議会」市場委員会幹事、経団連「コンテンツ産業部会」メンバーなど、多くの役職をお務

めになっておられます。平成20年6月末でみずほ証券をご退職後、本格的に作家活動に入られました。

現在ではウェルビー社外取締役、京阪プライベートリート監査役、「100年経営の会」顧問、日本将

棋連盟アドバイザーなど多くの役職を務めておられます。

　また、『白洲次郎　占領を背負った男』、『同行二人　松下幸之助と歩む旅』ほか、多くのご著書

を出しておられます。先ほどのご紹介にもございましたように、本年の4月には、『思い邪なし　京

セラ創業者　稲盛和夫』という本が世界同時発売される予定でございます。

　北先生には本日、「作家　北康利がみた稲盛思想：稲盛和夫などの先人に学ぶ　危機に強い志を

持った生き方」との演題でご講演をいただきます。それでは北先生、どうぞよろしくお願いいたし

ます。
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【第１部】◎基調講演

作家　北康利がみた稲盛思想：
稲盛和夫などの先人に学ぶ危機に強い志を持った生き方

北　康利（きた　やすとし）

　皆さん、こんにちは。「お元気様です」というのが盛和塾風の挨拶だと思いますが。今日はですね、

80分お時間をいただいているんですが、最後の10分を質問時間としたいと思いますので、2時20分

までお話をさせていただきまして、残りを質問時間ということにさせていただきたいと思います。

　私はたまたま巡りが悪くて、食後すぐですよね、これは魔の時間帯でありまして、一番眠くなる

時間帯なんですよ。私の話というのは大体、笑いの起きない暑苦しい話をずっとしますので、皆さ

んもほんとに厳しい、苦しい時間を70分過ごされるんじゃないかなとも思うのですが。最初にちょっ

と一つ、お約束をしていただきたい。それは私も東京からこの鹿児島までまいりまして、なおかつ

稲盛和夫さんの人生について書かせていただいて、恩をお返ししたいという思いで今日はここに参

上しております。そういう意味では一期一会、皆さんとこの時間を70分共有する。それを実りある

時間として帰っていただきたいという思いは人一倍持っています。

　人間というのは、インプットする量の1割もアウトプットすることはできません。例えば皆さん

は今日、新聞を読まれたと思いますが、新聞の中に何書いてありましたかって、全部復元できる人

はほんと天才であります。その新聞に書かれたうちの、おそらくは1割もアウトプットはできない

ものと思います。今日、私は70分、一生懸命、暑苦しい話をさせていただきますが、自分でまわり

に、例えば家族に、あるいは学校だったら生徒に、あるいは企業だったら自分の部下に、何かこれ

は話そうというものを3つぐらいお持ち帰りいただく、というふうに最初から思って聴いていただ

ければ、この70分は無駄にはならない。

　私もこうやって皆さんに、この今いらっしゃる方にお話をするだけじゃなくて、かける3の、あ

るいはかける5の人たちに私の思いが伝わるということで、私も鹿児島で話をした意味があるんじゃ

ないかというふうに思う次第であります。最初にそれをお約束いただきたいと思っています。

　講演というのは、人生を変えるような講演というのも実はあるわけでございまして、稲盛さんの

兄貴分でありましたワコールの塚本幸一。ちょっとこの間まで『週刊ダイヤモンド』に塚本幸一を

連載しておりました。稲盛さんの本を4月に出した後、秋には塚本幸一、ワコール創業者の本をダ

イヤモンド社から出すことになっております。

　この塚本幸一さんは、戦後すぐのベンチャーの常でございますが、大変な労働運動に苦しみまし

た。自分が一生懸命創業し、自分の家族だと思っていた部下たちが労働運動を起こして、いろいろ

な厳しい要求を、賃上げ要求とかそういうものをしてくる。そういう中で塚本幸一はだんだんだん

だん痩せ細っていきました。胃潰瘍にもなりました。



－ 52 －

鹿児島大学稲盛アカデミー　研究紀要　第9号（2019）

　ワイシャツを脱ぎますと、パラパラパラっと白い粉が落ちたというわけですよ。分かりますか。

要するに肌が油っ気がなくなってきて、こう頭からフケは出ますけど、体からフケが出るところま

で彼は追い詰められたわけです。夜も寝られない。そういった中で彼は、ある講演を聴きにいくわ

けですね。京都の同友会でやっていた講演だったそうであります。その講師は誰だったか。海賊と

呼ばれた男、出光佐三であります。

　出光佐三の講演の中で、出光さんは一つのことを大変に強調されました。それは何か。自分は社

員を徹底的に信用するんだと。信頼の経営こそ出光の根幹であると。うちにはタイムカードはない。

いつ退職するか、自分で決めろと。そういったものを全部、社員に任せる。信頼して、そうやって

心を一つにして経営をしてきた、という話をしたわけです。

　塚本さんはその時、「これだっ」と思って、帰ってすぐに会社で何をやったかって、緊急役員会

を開いたわけですね。役員全員を前にして何を言ったかというと、組合が出してきた要求を全部の

むと。要するに自分たちはこれから信頼の経営で行く。社員の代表である、労働者の代表である彼

らの要求は、全部のむんだ。

　もう役員みんな、「殿、御乱心！」ですよ。

　「いやいやいや、社長、社長、いいですか。労働組合というのは、だいたい高めの球を投げてく

るんです」と。それをいろいろと交渉するというのも、組合員に対して幹部たちが、俺たちは一生

懸命、経営者とこうやって厳しい交渉をしてるっていうのを見せるのも、まあ一つの劇のようなも

んであって、ドラマであって、それがあるから組合員の求心力も幹部は得ることができて、ちょう

ど落としどころを見つけるというのが一つの儀式みたいになってるんです、と。それを相手も、こ

れは高めの球だと分かってるのを、受けてどないするんですか、というわけなんですけれども、塚

本幸一は聞かなかった。

　「俺が創業者だ」と。「俺はこれで決めたんだ」と。「俺はこれで行く」と。それはもう、びっく

りして慌てたのが労働組合の幹部であります。「経営者が受けたがな」と。「こんな高めの球を受け

られたらこの会社つぶれるぞ」。つぶれそうな賃上げの要求を投げてたわけですよね。どうなった

と思います、ワコールは。

　実はこの後、こんな厳しい要求を投げて受けてくれた経営者に、自分たちは感謝せんといかんと

いうのが一つ。もう一つは、これを実現するためには必死になってやらないと、在庫とか全部処分

しないと無理だというのを、みんな分かってるもんで、必死になって働いた。遅刻というのがなく

なって、時間ぎりぎりになったときにはタクシーででも会社に来るというふうに、もう一気にモラ

ルが上がった。その結果、売上が上がって、その賃上げが実現できるだけの業績を上げることがで

きた。今でもワコールは「信頼の経営」というのが社是であります。

　それはまさに、非常に厳しい経験をした時に塚本幸一が、おそらくこれぐらいの人数だったのか、

もう少し多かったか分かりませんけども、その講演を、彼はたまたま通りかかっただけなので立ち

見だったそうであります。その立ち見で見た講演に感激をして、信頼の経営でワコールは今を築い

ているわけです。
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　もう一人、講演に感動した人物がいます。それがまさに稲盛和夫氏であります。稲盛和夫さんが

大変に感動した講演、これは大変有名でありますが、松下幸之助のダム式経営という講演をお聴き

になったわけであります。

　松下幸之助は、戦後すぐというのはみんながものすごい右肩上がりに行っている、と。しかし昭

和30年代になっていくと実利的だ。落ち着いてくるといろいろな波が起こってきて、危機がやっぱ

り起こってくる。そのためにダムを築くということが重要だ。経営の中にダムを造るんだ、と。内

部留保ですとか、そういうことを意味してるんだと思いますが、それを松下幸之助は講演で語った

わけであります。

　実は、私が直近に出版をしました太田垣士郎という関電の初代社長が黒四ダムを造りまして、同

じ午年で松下幸之助と大変に親しくて、太田垣士郎が亡くなった時の友人代表の弔辞は松下幸之助

が述べてますので、まあそう意味でいうと黒四の完成というのが、自分の友人が造った黒四という

のが頭にあった。それで、松下さんもダム式経営という、ダムという発想が生まれたのだと思います。

　その講演の最後に質問の時間がありました。ハイって手を挙げた人がなんて言ったかというと、

「いやあ、松下さん、ダムを造ることが大事だということは分かりました。でも、いったいどうやっ

て造ればいいんですかね」って質問した。その時に松下幸之助は「うーん」と考えて、「まあ、強

く思うことやなあ。ダムを造ろうと思うことやなあ」って言ったら、あちらこちらから失笑が起き

たんですよ。

　違う、と。例えばそのダムというのは、儲けのうちの内部留保として何％ぐらいを蓄積してやっ

ていくんだとか、あるいはROEをどうするとか、要するに具体的な、経営の中でのノウハウとし

ての具体的な話を聞きたかったのであって、「強く思うことやなあ」って、それなんですかってい

うことで、あちらこちらから失望の失笑が起きたわけです。

　その中でおそらく一人だけだったと思うと稲盛さんはおっしゃっていますが、彼は全身に鳥肌が

立つぐらいの感動を覚えた。「そうだ」と。「経営者がこうありたいと思うことを、社員の誰よりも

強く思う。それがなくして従業員が思うわけがないじゃないか」と。すべてのことにおいて、まず

経営者は誰よりも強く思うことだ。

　その後、ここにいらっしゃる方は皆さん稲盛さんについて十分お勉強になっていらっしゃると思

いますが、「思い」、「ド真剣に生きる」、まあいろいろな言葉で「思い」ということの大切さを稲盛

さんは語ってこられたと思います。その原点ともなるものがまさにこうした講演の中にあって、松

下幸之助のダム式経営についてという講演を聴いて稲盛さんがつかみ取られたという意味では、こ

うやって皆さんと一期一会でおりますけれども、私の話の中にもひょっとしたら、「俺、北さんの

講演で人生変わった」なんていうことがあれば、そんな方がいらっしゃるとほんとにうれしいなと

思います。そういった気づきっていうのがある場合もありますよ、ということを最初にお話しした

いというふうに思います。

　稲盛さんは松下幸之助にそういった気づきを与えてもらった。稲盛さんの一番最初の本の帯には、

松下幸之助が、当時は松下電器の相談役でありPHP研究所の社長だったんですが、平成元年に稲盛
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さんの一番最初の著書に推薦文を書かれた。そして平成元年に松下幸之助は亡くなっていきました。

　平成元年という年は、考えてみたらほんとにエポックメイキングな年であります。まさに現人神

といわれた天皇陛下が亡くなって元号が変わったわけですけれども、経営の神様といわれた松下幸

之助が亡くなり、そして歌謡界の神様といわれた美空ひばりが亡くなり、漫画の神様といわれた手

塚治虫が亡くなり、たくさんの神が亡くなったのが、私は平成元年だと思います。

　そのうちの一人の、これだけGDP世界第2位が長かったこの日本において経営の神様といわれて

きたのは、松下幸之助ただ一人であった。その松下幸之助が亡くなる直前に、稲盛さんの最初の著

書に推薦文を書いた。それはまさに、経営の神様のその称号を、「稲盛くん、きみに託すよ」って

いうことだったのではないかな、というふうに私は思っております。

　では、稲盛さんはいったい現代の経営者の誰に託すのか。私、いろいろと話を聞きました。盛和

塾にもいらっしゃいましたけれども、やっぱり孫（正義）さんのやり方に対して、（稲盛さんは）

今でも懐疑的なものを持ってらっしゃいます。

　ご存じのとおり、稲盛さんはまさにダム式経営でビジネスをやりました。DDIを、第二電電を発

足させる時にも、これを自分はやりたい。完全な飛び石であると。これまでのセラミック業界とは

全く違うところである。しかし、これだけの内部留保を持っている。これを使わしてくれ、という

ふうに彼は言った。そういう意味では、まさに松下幸之助のいったダム式経営を基にして、なおか

つ第二電電で展開したものは、例えばセルラーにしても何にしてもそうですけれども、50％以上の

シェアを持つことによって自分で事業を行ってくる。これ、非常に重要なポイントです。稲盛さん

がまったく軸をぶらさなかったことです。

　つまり彼は投資をしない。確かに国分工場1区画じゃなくて4区画買ったかもしれないけれども、

それは別に投資のために買ったわけではない。そういう意味では必ず彼は事業という形で展開をし

ていく、というのを自分の軸にしている。

　そういう意味では今流行りの企業論でいうところの、レバレッジを効かせるやり方、例えばエク

イティ・ファイナンスでもデット・ファイナンスでもいいですけれども、ある一つのシーズが見つ

かって、これが絶対に儲かると思ったときに、外部負債でもってレバレッジ効果で大きく儲けよう

じゃないかっていうことを、それほどされていない。非常にレバレッジの低いやり方をされるのが

稲盛さんなんです。

　それに対して、孫さんのやり方というのは、まさにレバレッジを効かせるところまで効かす。そ

れからまさにアリババであるとかファーウェイであるとか、いろいろな所に投資をするという投資

ファンドの役割になっている。事業というよりも投資を中心にした会社になっている。という意味

では、稲盛さんとは全くやり方の違う方法ではないかなと思います。

　この3人の経営者の違いというのは、実は私、松下さんと稲盛さんの一番最初の対談のテープ起

こしの文章をPHP研究所から借りてきたんですね。今、松下幸之助を書いていますもので、非常に

仲良くもさせていただいていまして。

　それは『Voice』での対談だったんですけれども。『Voice』の現物の対談を見ると、一番最初に
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稲盛さんから話が始まっていて、稲盛さんが、「オイルショックというのがあって大変な状況であ

りますけれども、これからやっぱりメーカーががんばっていかないといけませんね」というとこ

ろから話が始まっていまして、いわゆる口火を切るのは稲盛さんだったというのが、この対談の

『Voice』に掲載されたものなんですけれども、実際にはその前段で、二人が顔を合わすなり、松下

幸之助が稲盛さんにものすごく話しかけてるんです。その話しかけてる内容が、私は目が点になり

ました。何を言ったか。松下幸之助は稲盛和夫を褒めちぎったわけです。

　自分たちは普通の経営しかできていない。それに対して京セラの稲盛くん、きみがやってるのは、

将来、先を読んだ経営をしてる。そういう意味では我々の及びもつかない経営をきみはやってる。

大したもんだ。

　で、松下幸之助は、「自分は無学な人間だから、稲盛さん、いろいろと教えてください」っていっ

てるんですね。

　いいですか。偉人といわれる人間の中で共通しているのが、この「謙虚さ」。そしてもう一つは、

「感謝の気持ちを持っている。恩を返す」。ものすごく共通したものを持ってるんです。

　謙虚である。松下幸之助っていうのは80歳を超えて、前屈で手がベターッと着いた人間ですから

ね。それは何でか。お客さんに頭を下げ続けたからだっていう都市伝説がある。

　松下幸之助の写真を見たら、耳がパラボラアンテナみたいだ。自分がしゃべるっていう成功者。

成功者はしゃべることが多いです。俺はこんなことをやったと。

　ところが松下幸之助は新入社員に、80歳を超えてなお、「きみは何が専攻なんだ」と、「松下に来

て何をやりたいんだ」と、「どういうことをやりたいと思ってるんだ」と、ものすごい聞き上手だっ

たといいます。聞いて聞いて聞いて…をした結果、耳が大きくなったと、これまた都市伝説がある。

　謙虚であるというのは、ものを吸収することができる。向上心につながる。そうすると高みに上

れる。昔、小学校が義務教育だった時に、松下幸之助は尋常小学校を4年で中退しています。文字

も書きにくかった。夜学に通ったけれども結局ノートが取れなくて退学せざるを得なかったという

ぐらいに、今ふうにいう学力は低いかもしれない。しかし、「これはどうなんだ。これはどうなんだ」。

ずっと自分の経験の中で、ほんとの意味での学問を彼はし続けていった結果、「俺は東大出たから」、

「俺は弁護士だから」、そういう資格だとか何々卒ということに安住してしまって、へそを上に向け

てる人間に比べて圧倒的な高みに彼は上っていけた。その理由は、いくつになっても謙虚であり続

けたということですね。それが向上心をなくさなかった理由です。

　今、トヨタという企業が元気だといいますけれども、トヨタは一回つぶれかけましたよね。財閥

解体でトヨタ自動車の社長が辞めさせられた時に石田退三という人が、豊田自動織機と社長を兼ね

てテコ入れをするんですけれども。

　松下幸之助は石田退三を紹介された時に、工場を見て帰ってきて役員に何と言ったかというと、

「俺は一から勉強のやり直しや」と。「お前ら、今からトヨタの小諸工場とかを見させてもらえ」と。

「松下電器と全くレベルが違う」と。

　いいですか、経営の神様といわれていたんですよ、松下幸之助は。その松下幸之助が、石田退三
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さんというのは自分の及びもつかん人物だ、トヨタの生産というのは我々の及びもつかんもんや、

ということを平気でいう。これが、ぼくは松下幸之助の強さだと思うんです。

　その松下幸之助が、まさに稲盛さんを後継者だと考えたというのは、自分の歩んできたやり方と

非常に似通ったものを彼に感じている。しかし稲盛さんは孫さんには感じていないという意味にお

いて、私は（稲盛さんたちが）一生懸命、今まで積み上げてきたものが、ほんとに引き継がれてい

くのかな、という大変な危機感を持っています。

　理系の世界というのは、特許を取りました、あるいは山中（伸弥）さんじゃないけど、iPS細胞

でこういう発見をしました、となった場合には、必ずその上に学問は積み上がっていく。絶対に自

然科学というのは後退しない、というのが特徴です。

　ところが社会科学、経営、教育、全ては何か一から経験、もう一回やらないといけないとみんな

思ってます。

　ところがこの日本にはものすごく素晴らしい先人がいっぱいいる。その積み重ねの中に我々はい

る。歴史を学ぶ、あるいは虚心坦懐、稲盛さんが松下幸之助を学んだように、その上に我々は積み

重なっていく、という必要があるのではないか。

　今、イノベーション、イノベーションっていってますけれども、一回捨てたら戻らないものがあ

るんです。その中で今、日本の経営だと先人のやったことの中で、これは捨ててはいけないってい

うものを我々は真剣に考えないといけない時に来ています。

　私は働き方改革というものに大変な危機感を覚えています。必死になって働く、一生懸命働く、

自分の好きなことを…。その中から、人生の喜びも、人間性の向上にもつながっていく。「一生懸

命」、これを失ってしまったらどうするんだ。適当に、じゃあ5時で帰ってください。プレミアムフ

ライデー？　過労死するほど働けとは、私は言いません。しかし一生懸命を取ってしまう職場なん

てものは、私はあり得ないと思う。実際ですよ、スポーツの世界なんて徹底的にやって、成果を上

げて、金メダルを取ってる。みんな拍手を送るじゃないですか。ところが同じことを職場でサラリー

マンがやってるということに対して、今、規制をかけている。これおかしくないのか、ということ

ですよ。それでいいのか、ということですよね。それを、いくら政府がどんなことをいおうが、い

いですか、皆さん一人ひとりの生き方として考え直していただけたらいいんじゃないか、というふ

うに思っています。

　私は白洲次郎を書いた時に何がいいたかったかというと、プリンシプルの大切さということを伝

えたかった。軸です。自分の軸です。

　つまり、今の日本というのは何か、政治家が悪いんだ、東電が悪いんだ、あるいは県知事が悪い

んだ、市長が悪いんだ、先生が悪いんだと言うけれども、お前はどうなんだというテレビはどこに

もない。しかし自分一人ひとりが、こういう生き方じゃないと人間としてダメだなあということを

考えて軸を持っていれば、その集合体である家族だって、あるいは大学だって、あるいはそれこそ

都道府県だって、この国だって、必ず輝く。

　という意味では、一番最初は何か。まず脚下照顧、自分なんです。自分に、生き方としての軸を
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持てと。今政府はいろんなことをいっている。外国人を入れようとか、あるいは働き方改革だとか、

いろんなことをいっている。しかし自分はどうやって生きていくのかということを考える。まさに

皆さんが稲盛さんを勉強してるのであれば、政府はこういってるけども俺はこういう生き方じゃな

いと生きていて楽しくないんだ、というものがあれば、別に媚びる必要はない。それに基づいて生

きていれば、白洲次郎みたいに、死ぬときに「葬式無用、戒名不用。勲章なんてくそくらえ」って

言えるんですよ。誰からどう評価されるか、そんなことは関係ない。自分は自分の思うように、プ

リンシプルの通りに生きてきた。こんないい人生はないと言って死ねるんですよ。

　そういった材料を我々は先人からたくさん学ぶことができる、ということではないかなと思いま

す。

　稲盛さんは松下幸之助から学びました。例えばアメーバ経営といいますけれども、松下幸之助っ

ていうのは、事業部制というのを発明いたしました。事業部制のもっと変化がしやすい、単位が小

さいものがアメーバだという意味においては、間違いなく事業部制というのはアメーバをつくると

きの参考になっていると思います。別に経営論というのは、組織論というのは、特許なんてありま

せん。先人を真似したらいいんです。どんどんどんどん吸収していったらいいんです。「フィロソ

フィ」というのだって、松下幸之助の「五綱領」ですとか「経営理念」ですとか、それを間違いな

く彼は踏襲しています。彼の著書の中にも、彼自身の講演の中でも、松下幸之助さんに学ばせてい

ただきました、ということをおっしゃっています。

　ただ、稲盛和夫さんがすごいなと思うのは、松下幸之助さんの真似をするだけでは松下幸之助に

なれない、ということを言っている。松下幸之助を超えてみせようと思って初めて、松下幸之助さ

んのレベルまで行けるか行けないかである。真似だけど、猿まねをするということを彼はしない。

オリジナリティーを付ける、サムシングニューを付けるということをしなければ松下幸之助のレベ

ルには到達できない、ということを彼は思っているというところが、その厳しさが私は大好きです。

　オリジナリティーというのは大事です。自分自身の頭で考えるっていうのは大事です。事業部制っ

て、実は世界で一番初めに事業部制を採ったのはアメリカのデュポンです。そこから遅れること10

年ぐらいだったと思いますが、松下幸之助が、全く真似じゃなくオリジナルに事業部制を考えつい

たんです。尋常小学校4年生中退の人間が、デュポンのような、博士なんて千人以上いるような会

社が必死になって考えたような事業部制を、謙虚に自分の頭で考え続けて、船場の商人のことも全

て自分のものにし、そして考えに考えて、これがいいんではないかと。責任制を持ち独立採算にし、

それがむしろ大企業病をなくしていくんではないか。企業にもう一度活力を与えるんではないかっ

てことを考えた。

　これはもう恐ろしい話ですよ。松下幸之助という人は我々がほんとに誇るべき人物だと思います

が、それを京セラの稲盛さんは徹底的に学んだ。アメーバっていうのは恐ろしい組織ですよね。だっ

て、つぶそうと思ったら簡単につぶせるというのは、これものすごい重要なことです。

　企業というのは、だいたい社史とか読みますと、何々やりましたっていうようなことばかりです

よね。偉人伝だってそうです。何々成功しましたってことばっかりです。ところが、ほんとにすご
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い経営者の凄みっていうのは、何々をやめた、何々をしなかった。みんな、これ流行でやってるけど、

しなかった。ここにこそ、ほんとの名経営者の凄みっていうのが出てくる。その、「やめました」っ

ていうのがやりやすいのが、まさにアメーバ経営です。アメーバというのは、やめるときに痛みを

感じない。

　もう一つ、稲盛さんのような優秀な人間の場合は、どうしても組織がトップダウンになる。例え

ばサントリーだって、鳥井信治郎の時代は、それはもう「赤玉ポートワインいくぞ」。ほとんどの

広告だとか、おまけを付けるだとか、山崎に蒸留所を造るだとか、全部それ鳥井信治郎の脳髄から

出ていて、ほとんど番頭役もいません。そういう意味では、ほんとにもうウイスキーを造ることに

関しても、壽屋といわれた時代のサントリーは鳥井信治郎の脳髄から出たことばっかりでした。

　2代目佐治敬三という男が出てきました。ものすごい創業者の次ほどやりにくいものないと思い

ませんか。彼は何をやったか。第二の創業をやるわけですよ。「やってみなはれ」って言葉。初代

の鳥井信治郎の「やってみなはれ」は、「やってみなはれ！」なんですよ、上からのトップダウン。

ところが2代目佐治敬三の「やってみなはれ」は、それ山口瞳だ、開高健だ、「お前、仕事しとんのか、

小説ばっかり書いとんちゃうか」って、もうほんとに梁山泊のような訳わからん人間がたくさんい

る中からいろいろなアイデアが出てくる。『洋酒天国』て雑誌出してみましょうかとか、「トリスを

飲んでハワイへ行こう」とか、いろいろなものが上がってくることに対して、「やってみなはれ」っ

ていう。全く違う形態を採った。2代目はこれで初代を超えるんですよ。

　松下幸之助の名言で、「富士山は西からでも東からでも登れる」というのがあります。つまり、

おそらく経営の「こうありたいな」と思うのは、みんな何となく理想像として持っている。収益が

安定的にサステイナブルであって、ガバナンスが効いてて、高収益性を持っている企業で、なおかつ、

何というか非常に雰囲気のいい会社を目指そうね、という何となく会社のあるべき姿のイメージは

みんな持ってると思うんですが、それに対して行く山道というのは、別に1本ではない。松下幸之

助が登った道だけではない。西からでも東からでも登れるわけです。それは先ほど稲盛さんが言っ

たみたいに、松下幸之助がこの道を登ったからといって、この道を登ったらたぶん遭難するんです。

環境が変わってるから。それを参考にしながら自分なりの山道を見つけていくっていうのが、あり

得べき方法だと思うんですね。今言ったサントリーの初代のやり方を見ながら、2代目は、自分は

親父とはキャラが違うと思いながら、彼は西から上がっていった初代とは違う方法で東から登って

いった。

　ただ、先ほど私がいったみたいに、捨てていいものと捨ててよくないものがある。これは自分た

ちの伝統として大事にしたいなってものは、この佐治敬三は大事にしていた。

　初代が何をやったかというと、赤玉ポートワインが売れて売れてしょうがない時に、ウィスキー

に打って出たんですよ。ウィスキーって、ご存じのように仕込んでですよ…、それはベビーモルト

3年ぐらいで売ろうと思ったら売れるかもしれません。でもものすごいまずいです。そうすると5年、

10年、15年。ということはどういうことかというと、大麦だ何だって、最初は仕込んで仕込んで仕

込んで、金がかかってかかって運転資金がどんどんどんどん枯渇していく。ものすごいリスキーな
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商売なんですよね。で、壽屋がどうなったかっていうと、もう倒産寸前になったんです。倒産寸前

になったんで、しょうがないから佐治敬三を養子に出して持参金で何とか復活したっていうのを、

僕が調べてしまったんで、サントリーから「それいうか」って、ちょっと問題になったんですが（笑）。

実はそれぐらいに地獄を見たんです、初代は。

　で、2代目は何をやったか。実はその初代がやったウィスキーってのはものすごく売れたんですよ。

とくに戦後。要するに戦争で負けたことによって洋風文化だっていうことで、ウィスキーがものす

ごく価値が出てきて、そして『達磨』っていうのは世界で一番売れた。ジョニーウォーカーの赤が

世界で一番だったのが、あの『達磨』といわれるオールドは、皆さんほとんど覚えてらっしゃらな

いと思いますけれども、オールドというのが世界で一番のウィスキーになったんです。その時に何

やったかって、佐治敬三はビールに打って出たんです。ビール業界は寡占で、それこそキリンだア

サヒだサッポロだって、要するにいくつかしかないところに宝酒造が出て、それで失敗したってい

う、もうとてもじゃないが巨人たちに挑戦したって無理だっていうこのマーケットに、「生だ」っ

ていって、「サントリーの生だ」っていって打って出るんですよ。佐治敬三が生きてる間、ビール

事業は黒字になることはありませんでした。ずっと赤でした。

　ではこの2代目佐治敬三は、経営者として失格か。違うんです。実はこの2代目佐治敬三の時代っ

ていうのは大量消費の時代です。つまりウィスキーっていうのは職人芸であり、なおかつ売れない

とおいしくなっていく。ところがビールっていうのは売れないとまずくなってくる。ビールっての

は大量に造って大量に売るという、つまり流通ですとかそういうものが整備されてないといけな

い。大量消費時代に合ったビジネスモデルをつくることによって、サントリーは、2代目佐治敬三は、

その中にアルプスの天然水を、あるいは烏龍茶を、あるいはCCレモンを、あるいはマカを、要す

るにサントリーの製品というものをこの流通の上に乗せていくことによって、実はビール事業自体

はもう赤で赤でしょうがなかったんですが、そしてプレミアムモルツっていうのを信忠さんがやる

までビール事業は黒にならなかったにもかかわらず、これは成功だった。佐治敬三がビール事業に

挑戦し、自分で危機がない時に危機をつくってでも乗り越えたことで、サントリーの今があるんだ。

これ非常に重要なポイントです。

　今日本人というのは、危機の前で何となくこう、しんどい、東日本大震災がとか、なんかデフレ

がとかいっている。ところが、稲盛さんもそうだし、全ての優れた経営者というのは、絶対に危機

をばねにしている。

　松下幸之助の言葉にこういうのがあります。「好況良し。不況なお良し」。好況、好景気の時は何

となく右肩上がりで売れていくと。しかし、不景気の時にこそ、何か問題点はないだろうか、俺の

給料出ないかもしれないから何か改善点を見いださないといけないな、これ金かけてやった事業だ

けども、まあ血を流して切るか、なんてことができる。それは不況の時期です。その不況の時期に

問題点を解決し、そして次の波に乗っていくことによってサステイナビリティな企業であり続ける

ことができる、という意味においては、好況以上に不景気というのが、危機というのが大事な生き

残りのポイントだということでございます。
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　サントリーでいうと初代がウィスキーに打って出たように、赤玉ポートワインだけ売ってれば、

おそらく彼の代だけは儲かって儲かってしょうがなかったでしょう。しかしその時に次の世代の布

石を打って、危機をつくってでも乗り越えていった。それが次の世代の糧になった。そういうこと

をやっていかないといけないんだ、というふうに思います。

　松下幸之助も同様のことをやってるんですが、今日の話は稲盛思想ということで、稲盛さんで申

しますと、オイルショック。オイルショックという危機が、おそらく稲盛さんが経験した危機の中

では最も大きい危機だったのではないかなと思います。この時、彼は何をやったのか。ほとんどの

企業がレイオフですとか、あるいは従業員のカットをやった時に、彼は人を切らなかった。皆さん

ご存じのとおりであります。要するに、遊んでいる人材がいるというのは職場にとってデモラルを

させてしまうので、稼働率は下げて、余った人材を集めた部をつくって、その人たちにこれまでア

ウトソースしていた仕事をやってもらう。例えば、植木に水をやるのもそうだし、塗装だとか、そ

ういう他の業者にやってもらっていたような仕事をさせた。

　というふうにいうとですよ、「ああ、今もやってる、やってる。パナソニックが肩叩き部屋で問

題になったわなあ。要するに人材を切ろうと思うんだけど、なかなか表だって切るというのもあれ

だから、ほんとにもうやりがいのないとこに押し込めてしまって、肩叩いて早くやめろというふう

に、まあ言ってみたら退職勧奨みたいなもんをやったんだろうな、稲盛さんは」って思われるかも

しれませんが、私は絶対そうではないと思ってます。

　まず一つは、当時は再就職先が決定的に少なかった。だからその当時の社員の人たちに不満が起

こらなかった。もう一つ、彼自身、自分で、雇用がないんだったらつくってみせる。バイオセラム

にしたって太陽光にしたって、あるいはクレサンベールにしたって、このオイル危機の時に、彼は

新規事業の立ち上げをやってるわけです。そのことによって、中で雇用をつくるということを考え

る。

　つまり、危機に遭うことによって新たな事業の多角化の一つの契機にする。そして従業員は、う

ちの社長ってのは首を切るってことを考えずに、みんなで何とか生き残っていくことを考える人な

んだっていう、そういった求心力。従業員第一の精神なんていうのは、今経営理念で上げてるとこ

ろはいっぱいある。しかしそれを、社長が背中でほんとに実行してみせるかどうかなんですよ。そ

んなの口でいくら言ったって伝わらない。実際にやってみなければ。それをまさに稲盛さんはやっ

てみせた、ということであります。

　最近、従業員第一というのはたくさんありましてですね。マリオットホテルというのがあります

ね、名古屋の。名古屋だけじゃなくていろいろありますけど。マリオット・インターナショナルで

すので、名古屋の駅前にもありますが、いろんなとこにありますよね。奈良の大極殿のところにも

造ろうとされてます。超高級ホテルです。あそこの経営理念は「従業員第一」です。珍しいと思い

ませんか。サービス業ですよ。サービス業っていったら、いの一番に「お客様第一」っていうのが

普通です。しかし彼らは明確に謳っている。従業員を大事にして、従業員が満足して働ける職場で

あって初めて、従業員はお客様に素晴らしいサービスができる。一番最初はどこから始めないとい
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けないか。それは従業員から始めないといけないんだというのが、マリオットホテルの経営理念で

す。

　同じようにパナソニックだって、うちは何をつくってる会社かって聞かれたらな、こういうふう

に答えるんや。うちは、松下電器は人間をつくってる会社です。併せて電気製品をつくっておりま

す。まず人をつくる、ということでございます。

　じゃあ、稲盛さんの従業員第一は。

　実は従業員を大切にする会社にはいろいろなやり方があります。例えば大阪にキーエンスという

会社があります。キーエンスっていうのは、確か社員の給料日本一であります。離職率最低だった

と思います。それだけ給料が高いわけですから、転職したら給料が下がるのが普通なんで辞めませ

んわね。キーエンスという会社は株主に配当する云々ということよりも、あるいは内部留保という

よりも、とにかく従業員に給料という形で払ってモラルをアップさせて、ということを従業員のた

めにやってきている。

　じゃあ稲盛さんは、京セラの従業員にたくさんの給料を払うのが従業員第一か。彼の考え方とい

うのは、それとは違うと思います。それは松下幸之助とほとんど同じだと思います。従業員を人間

として高めていく。人間をつくっていくっていうのが、稲盛さんのいうところの従業員第一であり、

従業員たちに、人間として生きがいがある、やりがいがある、そして人間性を高めることができた、

この会社にいてよかったなと退職するときに思ってもらえるような、そういった社員教育をしてい

く、あるいは労働環境にしていくのが稲盛思想なのではないかなというふうに思います。

　そういう意味では、従業員第一ということを考えたって、富士山は西からでも東からでも登れる、

いろんなやり方があるということなのではないかと思う次第であります。

　いろいろとお話をしてまいりましたが、私は今回、稲盛さんと大変な縁でつながってるなと痛感

しております。私は松下幸之助を書いたということは申し上げましたが、もう一つ、西郷隆盛を書

いております。鹿児島ではもう講演を15回ぐらいやっておりまして、しょっちゅうこの地に足を運

んでいるわけです。塚本幸一の連載は稲盛さんの連載より前にやっていましたから、そういう意味

ではいろいろな、稲盛さんに関係するものが交錯しているんですけれども。

　一番、僕が縁を感じたのは、松下電器80周年記念講演を稲盛和夫さんがやってらっしゃることで

あります。80周年記念講演、今からちょうど21年前ですね。それをやられまして、その10年後、松

下電器はまだパナソニックじゃなかったんですが、松下電器創立90周年をやったのが、皆さんの前

にいる北康利という人間でございます。

　私は、中村会長、大坪社長から頼まれて松下電器90周年記念講演をやらしていただいた時に、偉

そうなことを話しました。私は銀行員、証券マンをやっていて、金融関係が自分の一番詳しい得意

分野でありまして、だいたい銀行員、証券マンというのは数字を信じます。数字でもって融資をす

る、数字でもって株価を考える、というのが普通であります。ただ松下電器の人たちを前にして申

し上げたのは、この会社の最高の財産というのはバランスシートにもPLにもキャッシュフローに

も見えていない簿外資産こそが、この会社の最も大切な資産である。創業者に対する誇り、家電と
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いう世の中で役に立っているものを作っているという誇り、あるいは90年会社が続いてるというこ

との誇り。いろいろな誇りですとか、そういったものが間違いなくモラルになっている。

　今、コーポレート・ガバナンスなんていいますけれども、ガバナンスは何で形成されるのか。そ

れは簿外資産で形成されるのであって、ガバナンスは社外役員を何人置く、社外取締役を何人置く、

監査役を置く、そんなことでガバナンスが強くなるのではない。会社に対する愛、誇り、そういっ

た簿外資産をどれだけ積んでるかというのがガバナンスになるのであり、あるいはサステイナビリ

ティにつながるのであるということを、私はもっともっと考えるべきだというふうに思います。

　それは何も松下電器、あるいは京セラだけの話ではなく、この国においても、あるいは鹿児島に

おいても同じことが言えると思います。

　この間、不幸にしてトランプっていう大統領が就任してしまいましてですね、まあほんとに金融

の世界っていうのは大激震が走ったわけでありまして、日経平均が大暴落したのは皆さんもご存じ

のとおりであります。ああいう時はだいたい、フライト・トゥ・クオリティというのが起きるわけ

で、「質への逃避」っていいますけれども。だいたい金ですとか、あるいはスイス・フランですと

かの安定的な資産に、リスク資産から資産が移るわけですよね。そういったことで考えると、あの

時、スイス・フランが確かに買われました。ところが世界中の通貨の中でもう一つ、ものすごく買

われた通貨があるんですよ。これが何かご存じですか。円ジャパニーズですよ。

　トランプ政権が発足した。ほら大変な危機だ、世界中えらいことになるぞといったときに、世の

中の投資家は、金とスイス・フランと円を買ったんです。いいですか。財務官僚、何と言ってます

か。この国は、財政赤字でいったらいつ倒産するか分からない。バランスシート、PLで考えたら、

この国っていうのはもうつぶれるぞって言ってるわけですよ。にもかかわらず、なんで買われるん

ですか。それは、世界がこの国を信用してるっていうこと。企業でいうと「のれん」ですよ。信用

というのはバランスシートには載ってないんだ。まだまだ世界はこの日本を素晴らしい国だと思っ

てるんですよ。借りた金は返すっていう国だと。そういう意味で、簿外資産というのを大事にして

いきたいなと僕は思います。

　稲盛さんをぼくが尊敬している中に、郷土を大事にするというのがあります。まあちょっと僕も、

鹿児島大学にあれだけのお金を、ちょっとあげすぎちゃうかなあなんて思ったりもしないわけでは

ないんですけれども。ちょっとすごいわなあっていうふうには思うんですけども。ただこれ、ほん

とに大事なことだと思います。

　例えば徳島なんてそうです。20年ごとにスーパースターが出てます。大塚（製薬）が出て、ジャ

ストシステムが出て、日亜化学が出てっていう形で。例えば大塚さんなんてポカリスエットなんて

出してらっしゃいますけども、そもそもの一番最初は、徳島の塩田のにがりが自分の出自であると

いうので、工場の8割ぐらいを徳島に置いてらっしゃいますよね。徳島ということを忘れない。そ

こに工場を造るということです。

　最近、東京ですとか大阪ですとか名古屋が、地方創成というのをどういうふうに思っているか、

ご存じですか。だいたいの人間は何を考えてるかというと、これは生活保護と同じだと。要するに
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地方は疲弊しているみたいじゃないかと。東京、大阪、名古屋はものすごく儲かってるから、お前

ら貧しいんやったら、ちょっとお金をくれてやってもいいわ、というふうに思ってる人間がほとん

どじゃないかなと思います。なんか限界集落なんかあるみたいやな。まあ助けてやろうか。しゃあ

ないなと。そういう考え方でいると、この日本はおそらく滅びると思います。

　いいですか、生物学の理論で明確なのが、多様性を失った種は必ず滅びる。この日本というのは、

非常に幸いなことに四季があり、そして日本列島がこれだけ広い範囲に広がっていて、それこそ北

は北海道から南は沖縄まで、要するにものすごく多様性を持ってる。この多様性を持っているとい

うのが（重要で）、日本全体が生き残っていく上ではすべてが大切なんだということを認識しなけ

ればいけない。太平洋ベルト地帯で儲かったものを配ってあげる、ではなくて、全員が生き残らな

ければこの国は生き残れないんだということを考えないといけない。

　例を申し上げますと、私が小学校の時、日本海側って「裏」っていってました。なんか裏日本出

身の奴は暗いでんな。冬になったらずっと吹雪で、空は曇り色だし。田中角栄がやっと新潟とかに

橋を造ったりなんかしてましたけれども、日本海側というのはほとんどインフラの整備なんてなさ

れていませんでしたし、日本からするとお荷物で、当時GNPでしたけども、太平洋ベルトでほと

んどの生産がなされてて、裏日本はしょせん裏であると。

　ところが私が小学校の時に思いもよらないことが起こってるんです。それは何か。中国、韓国が

これだけ豊かになるとは誰も想像していなかった。太平洋岸の港湾取扱高は軒並み右肩下がり。右

肩上がりなのは全部日本海側。福岡だ、新潟だ。新潟のちょっと前の泉田知事なんて、「日本の地

図はもう逆転したらいいんじゃないか」って言ったぐらいに。要するに（中国、韓国の）船はもう、

向こうに着いてからというふうになってきている。

　何が言いたいか。裏日本だから切り捨てるってやってたら、えらいことになってた。環境は変化

するんです。例えば北海道っていったら、ちょっと前までは薪炭程度は出さなあかんなといわれて

いました。北海道は、開拓地はまあ儲けてるけども、あそこって企業で工場造るやつはおらんわっ

ていうような。言ってみたら日本のお荷物で、場合によってはソ連に取られたってあんまり痛痒を

感じなかった所と違うか、ぐらいのことを思ってた人間がいた。

　ところが小学校の頃に思いもしないことが起こってるわけです。それは何か。地球温暖化ですよ。

今、北海道、おいしいコメいくらでも出来る。北海道っていったら昔はまずいコメばっかりでなん

て言ってる人間はもう時代遅れもいいところで、大農法よろしく非常に効率的な農業ができていて、

今、北海道はこの日本にとって宝の山ですよ。それだって、切り捨ててたら、えらいことになって

いた。

　環境というのは必ず変わる。それに対応するためにも我々は、地方は地方でその環境でもってベ

ストを尽くすってことをやらないといけない、ということなんだと思います。

　だいぶ稲盛思想から外れちゃってるんですけども、ちょっとこれどうしても話をしたいので。

　そういう意味では、やっぱり江戸時代っていうのは大したものだったわけなんですよ。だって世

界中の統一者で、アレキサンダーだってナポレオンだって、だいたい統一するっていうのは、俺が
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中央集権で人事権から徴税権から全部握ってる、俺が一番偉いんだ、となりたいから戦って、勝っ

て、その地位に上るわけじゃないですか。関ケ原の戦いで島津、勝ちましたか。あるいは毛利、勝

ちましたか。違う。負けていたって、確かに藩としては小さくなったかもしれないけれども、徳川

は要するにそれぞれのところで任した。人事権だって任した。徴税権だって任した。

　薩摩はそれこそ「日新公のいろは歌」じゃないですけれども「議をいうな」。もうほんとに行動だ。

議論よりも行動だと。これはもう陽明学の考え方ですよ。だいたい江戸幕府というのは基本的に朱

子学で、「蛙の子は蛙」という非常に安定的な社会というのを目指す。その儒学を中心にしていた

にもかかわらず、薩摩で別に藩校で陽明学を教えたとしても、それを禁じはしなかった。つまり学

問にしても徴税権にしても人事権にしても、あるいは産業振興にしたって、いろいろなものを全部、

自治を認めている。四公六民だとか五公五民だとかいうのは、全然江戸幕府が決めたことでもなん

でもない。

　おそらく薩摩に、この地に、全国と同じように米作れって、米だけ作れっていったら薩摩は多分

みんな立ち上がって反乱してたでしょう。ここに合ったものを作る。国分だったらタバコぐらいし

かできないな。あるいは南の方だったらウコンを作って黒糖を作って、あるいはサツマイモを作っ

てっていう、この土地でベストパフォーマンスを示す。それを鹿児島もやっていったし、あるいは

山口だってやっていった。各所がそれぞれのところでベストを尽くして、ということをやっていっ

て多様性を維持していたというのが江戸幕府だ。そういう意味では、この世界史上、一番続いてる

のは皇室ですけど、その次に続いてるのはプトレマイオス朝エジプトですけど、それよりもちょっ

とだけ短いだけの江戸幕府はなんで続いたのか。それは事業部制を敷いて、それで島津さんの施政

が悪いんだったら徳川つぶしましょうかにならないということで、江戸幕府は長く続く安定的な時

代を形成することができた。それは地方を大事にしていたからだというふうに思います。

　そういう意味では、地方創成、地方活性化というのは絶対に重要だ。その根幹には何があるのか

というと、この鹿児島で、鹿児島大学で勉強してという人間に、鹿児島で仕事をしろという必要は

決してなくて、大阪に行っても東京に行っても、あるいは世界に行ってもいい。しかし、ここで育っ

たことに対する感謝の気持ちは忘れないようにということを子どもに教えることの大切さ。それこ

そが、地方が活性化していく根幹だというふうに思います。

　稲盛さんから私は学んだ。自分は京都セラミックって、京都という名前を付けた。だから京都に

はもちろん恩返しはされてらっしゃる。しかし、自分を育んだ鹿児島に対する思い、これをここま

で明確にしてらっしゃる。これは、ぼくは日本人のものすごく大きなモデルケースだと思います。

それは別に京都、東京で活躍した人間だけじゃなく、外で活躍した人間も、いつも心はここにある。

それは私が先ほど言った偉人に共通したもの、謙虚さとともに感謝、恩を返すという気持ちを持っ

ているというのが、まさにこの方がモデルケースとして示してらっしゃるということではないかな

というふうに思います。

　稲盛さんについて私がいろいろ勉強させていただいた中で、部下の方、京セラで働いてる方で、

うちの会社がどちらを向いてるかっていうのを分からない人は一人もいない。これはものすごく重
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要なことだと思います。ベクトルを合わせるというのは素晴らしいことだというふうに思います。

　実は同じことを松下幸之助さんは…。松下幸之助さんというのは企業の5カ年計画というのを作っ

た最初の人なんですけど、5カ年計画を作るときに同業者みんなから大変バカにされたんですね。

松下さんというのは工場を全部、すりガラスから透明なガラスにして、みんな見るなら見ろと。そ

れから入ったばかりの職工にも全部ノウハウを教えて、まわりの業者から、お前バカじゃないかと。

なおかつバランスシートも見せたわけですよ。それ、辞められたらどうするんや。ノウハウが流出

してしまうじゃないかと。なおかつ5カ年計画を示すということは、現状こうなってて将来どうい

うふうにしたいということですから、5カ年計画が外に漏れたら、同業者はみんな、松下はこうい

うやり方をするんだなとばれてしまうじゃないか。日本というのは基本的に「秘すれば花」という

ところがあります。何々道というのはみんなそうですけども。何をやってるかというのをできるだ

け秘匿する。工場というのは大体すりガラスで、どこの工場だってそうです。しかし松下幸之助は

それをしなかった。

　彼はいいました。自分は何のために工場を経営してるんだ。それはみんな社員が一つになって家

族として、みんな同じ方向を向いてると。これに向かってがんばっていこうな。そしてそれを達成

した時にみんなで喜ぶ。それがうれしくて会社経営してるんだ。なおかつ、働いてる人だって、こ

れを目標にして、これができたなあって言ってみんなで喜び合うと。そのためにやってるんじゃな

いか。なおかつノウハウも、お前は入ったばっかりやから漏らすかもしれないから教えられへんな

といって、信用してないというのを社員が感じたら経営者に対する求心力なんかどうやって担保す

るんだ。盗んで逃げるんだったら逃げろ。俺がそれだけの人間だったということだと松下幸之助は

言って、5カ年計画をやるわけですよ。それが結局、最初の5カ年計画は4年で達成できるわけです

よね。力を合わせて、5年でやろうと思っていたのが4年でできた。

　社員を前にして松下幸之助はいうわけですよ。よくやったと。5年でやろうと思ったのが4年でやっ

てくれた。みんな本当に素晴らしい。しかしその時、役員だけを集めた時には松下はこう言ったわ

けです。俺は一から勉強のやり直しやと。計画っていうのはぎりぎりで達成されてこそ喜びを感じ

られるんだと。自分は環境認識が十分にできていなかった。自分の力を正確に把握できていなかっ

た。だから5年の計画を4年でやってしまった。一から勉強のやり直しやな。まさに謙虚に、という

ことであると思います。

　稲盛さんという方は、まさにフィロソフィというもので、松下幸之助とやり方を変えました。松

下幸之助は5カ年計画を作りました。稲盛さんは一升買いの原則よろしく、要するに1年後というの

は計画を作るけれども、中期計画、長期計画は作らないということを基本にしていきます。第二電

電の時には徹底的にそれを批判されました。週刊誌だとか新聞とか軒並み、「だから稲盛はだめな

んだ」と。

　要するにNTTが作ったものというのは壮大な計画だったわけですよ。要するにこれからの通信

業界はこれに向かっていって、アメリカとか欧米に伍していく。日本の通信業界というのはこれだ

けの夢を持って素晴らしい計画を、それこそ10年計画、20年計画というのを作って示す。ところが
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DDIからは何も出ない。あいつらはそういうものを考えもしない。想像もつかんのやろと。しょせ

んNTTとはレベルが違う。それは当時の新聞ではぼろくそですよ。

　ところが5年も経たないうちに、NTTの壮大な計画を根本的に修正しないといけないことがバン

バン出てくるわけですよね。例えばモトローラが、自動車電話というのが携帯電話としてはぎりぎ

りの、ものすごい大きさで、持ち運びするにもこれぐらいで、肩から下げるのでもって携帯電話っ

ていってたのが、どんどんどんどん小型化していく。超LSIで小さくなっていく。それまで予見し

てというところまでいってなかった。それが携帯電話（の可能性）がこれだけ大きくなってくる。今、

携帯ってどうなってますか。お財布になってますし、カメラになってます。そんなもの10年後を予

測できるわけがない。

　そういう意味では稲盛さんがやった、まさに1年、そして5年というのはなかなか想像もできない

し、とりあえず1年の積み重ねでいこうというのは、環境がとくに今のように激変する中では極め

て有効であったということが明確になっている。なおかつ環境が変わったときに、そんな長い目標

に縛られていないということ、それからアメーバ経営というのは非常に柔軟に動きを変えていける

ということ。そしてもう一つ、環境が変わってるというのは、実は経営者よりも現場が肌感覚で分

かることが多い。その肌感覚で分かるものがアメーバから上がってくる。ボトムアップとトップダ

ウンの両方を稲盛さんは利用したという意味では、サントリーでいうところの鳥井信治郎と佐治敬

三を足して、なおかつ松下幸之助の理念ですとか簿外資産の大きさですとか、そういったものまで

吸収してる。そういう意味で、私は日本型経営のある意味での頂点というのを稲盛和夫に見るわけ

ですよ。それをやっぱり我々は財産として共有しないといけない。

　私が稲盛さんを書くって言ったら、いろんな人から、「北さんのファンでずっと北さんの本読ん

でましたけど、もう北さんのファン辞めますわ」というのを何人も聞きました。稲盛さんというの

は、実は敵が非常に多い。稲盛さんは松下さんに非常に似てるのが目が冷たい。怖い。稲盛さんの

言葉で、俺は鹿児島出身で明るく陽気にということで、もう笑わすことばっかり考えてたと。そう

いった幼少時代だったけれども、俺は西郷隆盛をほんとに尊敬してるけれども、西郷隆盛だけでは

経営はできない。西郷隆盛と大久保利通という両方を兼ね備える。即ち、優しさと包容力と陽性と、

陰性と官僚的な厳しさと、この両方を兼ね備えなければ経営はできないということです。

　経営者というのはものすごく評伝に向いてません。特に子ども向けの評伝には向きません。なん

でかって、要するに、ものすごい冷徹な決断ができない人間は経営者に向いてないからです。松下

幸之助もそうでした。

　皆さん、VHSあるいはベータというのが、昔ビデオテープであったのをご存じですか。盛田昭夫、

ソニーの創業者と松下さんは、『憂論』という共同の著書も出しているぐらいに、日本を何とかせ

んといかんといって、ものすごい仲のいい関係だった。仲のいい関係だっただけに、盛田さんがベー

タの工場を見せた時のことですが…。その時に山下さんがちょうど技術部長だったので一緒に松下

さんと工場を見せてもらいます。それだけじゃないですよ。設計図まで見せてもらったんですよ。

分かりますか。設計図なんて、これは命ですよ、命。命まで見せて、ベータってのはこれだと。だ
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からベータの陣営に付いてきてくれということですよ。

　普通日本人だったらどう思いますか。そこまでしてくれるんだったら、なおかつ志も一つで、こ

の国をどうにかしようと思ってるんだったら、当然ベータにいくじゃないですか。なおかつベー

タってものすごく品質も良かった。画質も良かったわけですから。ところが帰ってきて、山下さん

は、これは絶対にうちの社長はベータにいくって役員会で言うだろうなと思ったら、違う。違って

たんです。「うちはVHSでいく」。その理由は、これから日本だけでなくアメリカに行かないとい

けないと。アメリカに行くと一番最初に録画するのは何か。一番人気があるのは、実は大リーグで

はなくてアメフトであると。アメフトの試合というのは極めて長い。ところがベータには致命的な

欠陥があった。長時間の録画ができなかったわけです。将来のアメリカ進出まで展望するとVHS

を今選択せねばならない。確かにソニーに比べたらビクターってのはものすごく小さい企業ですし、

VHSというのもしっかりしてるのかなという不安はある。しかし、どっちの規格でいくかという

のは、我々は長期で見たら絶対VHSだと言うわけですよ。

　そらもう山下さんは、この人は何て冷たい人間だと。これは盛田さんだって思ったはずです。あ

そこまでしたにもかかわらず、松下さんはVHSでいくのかと。

　社長というのは社員の生活を、社員の家族の生活をみんな背負ってるんですよ。それだけじゃな

い、将来この会社に入ってくる次世代の生活まで。あるいはその会社を通じて社会に貢献するとい

う意味で、会社はつぶれてはいかんのですよ。会社は成長しないといけない。そのためには私情を

捨てないといけない。冷徹な決断ができない人間というのは経営者として一流にはなれない。そう

いう意味で稲盛さんだって、実は非常に厳しい決断をされています。だから稲盛さんの批判はもの

すごくたくさんあります。中には単なるアホみたいな批判だけじゃなくて、納得できない批判もあ

るんです。しかし全ての人を、みんな仲良しで、みんな明るく一緒にやっていこうな、だけででき

るほど経営というのは甘くない。そういう意味では稲盛さんの中にある「冷たい稲盛さん」という

のも、私は学ぶべきだと思います。だって人間はなかなか冷たい決断というのはできませんよね。

それも含めて私は、大変に勉強させていただいたなあと思います。

　私は稲盛さんと意見が違うこともたくさんありまして、私は日本青年会議所の大応援団でありま

して、全国大会何回も出てます。稲盛さんはJCやロータリークラブは遊びだっていうのもずっと

おっしゃってるんですよ。私、何回その考えを変えてもらおうと努力をしても…。商工会議所だっ

てほんとは財界活動なんて一切したくなかった。そういう意味ではちょっと頑ななところがある方

ではあるんですけれども。ただ我々は稲盛さんのいいところを吸収して、そして稲盛さんの真似だ

けでは稲盛和夫にはなれないという言葉を、まさに稲盛さんが松下で言ったと同じことを私も考え、

稲盛さんにないものでこれからの日本というのを考えたら、どういうふうにしていったらいいのか

なというのを、これから正に自分自身で考えていきたいという風に思っています。

　そして、稲盛さんの素晴らしいところは、たくさんの講演録もあるんですね。今『週刊ダイヤモ

ンド』でいつも人気調査をやっていまして、だいたい上から5つ。まあダイヤモンドは各号各号、

実に気合を入れた特集をガンと組むんですよ。そんな気合を入れた特集があるにもかかわらず、「稲
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盛和夫講演録」でしたか、稲盛さんの講演録が2ページだか4ページだかあるんですけども、それが

必ずトップ5に入るんですよ。ダイヤモンドの人から言わすと、もう力が抜けると。めちゃくちゃ

金と時間をかけた特集よりも、稲盛さんの講演録がダイヤモンド社から出てますよね、あれの一部

を抜粋して載せてるだけのやつの方が読者の評価が高いと。それぐらいに本、『生き方』一つ取ったっ

て、まあ噛めば噛むほどというところがある。それを残していただいてるのはほんとありがたいな

というふうに思います。

　私は安奈淳さんの本を、実は安奈淳さんと稲盛さんだけが実際に生きてる人で書いてるんですけ

れども、安奈淳さんに実は思い入れがあって。私が嫁さんに、お前は何をしたら一番喜ぶかって言っ

たら、私は宝塚のファンで安奈淳さんの大変なファンなんだと。じゃあ俺が安奈淳さんの本を書い

てあげて、安奈淳さんと月に1回食事できるようにしてやるってやって、今でもお食事会やってる

んですけども。将を射るには馬をという感じで、まずは家庭環境を良くしてから作家活動を始める

ということで安奈さんを書いたんですけども。

　その安奈さんに、今度稲盛さんを書くんですといったら、いつも夜、ベッドの脇に『生き方』を

置いてるっていうんですよ。私の本だって安奈さんに全部差し上げてるし、よく読んでいただいて

るんですよ。でも『白洲次郎』を枕元に置いてるんじゃなくて、稲盛さんの『生き方』を枕元に置

いてて、何か心に迷ったことがあるときには『生き方』を数ページ見る。あの方、ものすごい目が

悪いんだけれども読書家ですからね。私それ聞いた時にめちゃくちゃジェラシー感じました。と同

時に、稲盛和夫の大きさというものを感じましたよね。

　中国で何部売れてると思いますか。日本国内で140何万部しか売れてませんけども、中国国内で

サンマーク出版の『生き方』って304万部売れてますからね。あり得ないですよ。中国で1万部売れ

たら実はベストセラーだといわれてるんで、304万部ってありえへん量ですよ。尖閣諸島の問題が

起きて、日本に対するバッシングが起きて中国の書店から日本関係の本が全部なくなった時も、最

後まで残ってたのが『生き方』だっていわれてるぐらいです。やっぱりそれだけの人物だっていう

意味では、学ぶべきことが、先ほど私が申し上げました簿外資産として、日本人の財産として学ぶ

べきところがある方だなというふうに思います。

　私はやっぱりすべての基本は、親を尊敬することだと思っています。このホールがまさにその象

徴だと思います。稲盛さんの『ごてやん』なんて本を読んだら、もう泣けてきますよね。母親への

愛だとかそういうのが伝わってきて。

　私も実は作家になったのは、自分の父親が65歳で、年金1回貰っただけでぽっくり逝ってしまっ

たからなんですね。スキルス胃がんというのがありまして。今胃がんなんて、別に稲盛さんだって

ぴんぴんしてらっしゃるわけですし、胃がんで亡くなる方なんてほんと少ないんですけれども。ス

キルス胃がんというのは、逸見政孝さんという方がやられたみたいに、私の父もわずか3カ月の入

院期間で、筋肉も衰えることなくこの世を去っていったわけですね。その父親のために何ができる

かということで、兵庫県の三田市、誰も「みた」としか読んでくれない三田市を顕彰しようという

のが、私が作家になった基本でありまして。三田になんか「白洲正子の墓、ここ」と書いてあるけ
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れども、その横にいるのはどうも白洲次郎という男らしいというので、白洲次郎を書き始めたとい

うのが作家としての出発であります。

　その三田に元良勇次郎（もとら　ゆうじろう）という東京帝大の初代心理学教授の碑がありまし

て、木下杢太郎だったと思いますけれども、彼も東大医学部の教授でしたから、彼の字で「おもい

よこしまなし」とひらがなで書いてある大きな碑があるんですよ。私は実は稲盛さんの人生をずっ

と思い、そして自分の原点としての兵庫県三田市、あるいは父親への思い、いろんなものを考えた

ときに、「思い邪なし」というのが頭をよぎったわけです。西郷隆盛を書いてますから、当然、磯

御殿ですとかいろんなとこ行かしていただいて、斉彬公が書いてらっしゃる「思無邪」（おもいよ

こしまなし）にも通じるな、と。いろいろなものが交わっている場に稲盛さんの思想がある。それ

をひと言でどう表すかっていったときに、これはいけるんじゃないかなと思いました。稲盛さんの

書いてらっしゃるものの中にも、「邪な心というものを持たずに生きていくというのが自分の基本

的な信念でした」とあります。

　先月も稲盛さんに会ってきたんですけれども、私の原稿を全部読んでもらってます。全部読んで

もらって、第6章の「利他の心を永久に」を、この章はいいなあって言っていただいて、売れると

いいねって言っていただいて。で、こういうふうにおっしゃいました。

　自分の人生はまっすぐに、右顧左眄することなく、利他の心というのを考えながら生きてきまし

た。それがこの本で伝わってもらったら、政治の世界だって財界だって、全ての世の中が良くなる

んではないかな。ということをおっしゃってました。

　私はそれを大事に心に刻んで、今日の講演の中でどれだけ皆さんにお伝えできたか分かりません

けれども。

　4月1日（2019年）には、京セラ60周年を迎えます。これまで59年間、京セラという会社は黒字を

続けてきた恐ろしい会社です。そんな会社ありません。1回も赤字を出したことがない。皆さん、

クレサンベールだって、何となくうまくいってんのかななんて思いませんか。クレサンベールは黒

字事業ですからね。そういう意味では、赤字という言葉はない。恐ろしい…。なんていうか、事業

家としての迫力がものすごいのが稲盛さんだなと思うわけですが、その60周年が4月1日にきます。

　そして4月15日ぐらいに、とりあえず中国、台湾、韓国、そして日本で同時発売ということで、

私の本が出ると思いますので、ぜひ手に取っていただけたらなと思います。私の本はすべて8月2日、

もしくはいずれかの月の2日が発刊日になります。それは自分の父親の命日が8月2日だからであり

ます。そういった思いをこのホールに捧げながら、今日はお話をさせていただきました。2つ3つと

最初に申し上げましたが、いくつか皆さんの心に残ればなというふうに思います。ご清聴まことに

ありがとうございました。

　司会　北先生、どうもありがとうございました。

　ここで10分間、質疑応答の時間を取らせていただきたいと思いますので、どちらからでも結構で

すので、北先生にご質問のある方は挙手をお願いしたいと思います。簡単な所属とお名前を最初に
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お願いします。

　質問者1　盛和塾の上原と申します。本日は大変に貴重なご講演ありがとうございました。前半

の方で、経営者として不必要だと判断した事業を閉じることができる。経営者として新しいものを

つくっていくよりも止めるという判断の方がはるかに難しくて、これを可能にするのがアメーバだ

というふうにご説明がありました。確かにアメーバというのは現状、自分たちのある状況や採算制

等を把握する上で非常に大事なんですが、経営者としてその状況を判断した上で閉じるという決断

の中に、もうちょっと何か要素があるんじゃないかなと。自分も今経営をやっていて、新しく物事

をつくるというよりも止めるという判断の方が難しいと感じているところで、経営者としてアメー

バをどういうふうに把握して、またそれを決断するときに、どういった思いやどういった覚悟が必

要なのかということが自分の中で少し疑問に感じておりまして、教えていただければと思います。

　北　一番重要なことはですね、自分で自分を殺せるかということですね。つまり、自分が何々の

担当であるという人は、自分の担当しているものを何とかして苦しくても続けていこうと思う。こ

の自分の担当を、私やめるべきだと思いますと手を上げる勇気というのは大変なものがあると思い

ます。そういう意味では、私は企業で大切なことは、事実をそのまま上にあげる勇気を持たせる。

例えばの話、失敗したということが早く上にあがってくる。つまり報告するものがある中で、いい

ものと悪いものがあったら必ず悪いものから報告する。あるいは失敗したときには必ず上にあがっ

てくる。売上が落ちてる、将来性がなくなってきてるというようなことも含めて上にあがってくる

ということが何よりも大切なんだと思います。やっぱりそういう体勢をいつも取って、なおかつ自

分の組織を止めますと言った人間をちゃんと処遇する。お前はだめだったじゃないかって言ってそ

の人が左遷されるんじゃなくって、正確な判断を上にあげたということで評価されて、みんなの前

で顕彰されることが重要だというふうに思ってます。

　例を挙げますと、例えば私が中部電力の浜岡原発に行った時に、反省ルームというのがありまし

て、（部屋の中に）ぐるっと新聞記事とか破裂したパイプとかがあるんですね。つまり自分の会社

というのは誤謬性はない。失敗ってあるもんなんだと。失敗するとこれだけの影響が起こる。これ

を無いようにしようということと、これまでもあったということを、みんなで共有していく。

　あるいはサントリーは、広島の方の工場で大失敗を大笑いしましょうというのを設けましてです

ね、毎月毎月、俺はこんな失敗をしたというのをみんなで出し合うんですね。その中には、え、こ

れもうちょっとで大惨事になったんじゃないかっていう失敗も上がってきて。実はみんな、結構笑

いながら青ざめるようなのが上がってきたりもするんですが。しかしそれを上げてきて、みんなで

大笑いしてみんなで共有化して二度と起こらないようにしような。それが上がってくるということ

の方が大事だっていう風土をつくりあげている。これが何よりも大事なのではないかなというふう

に思います。

　比較的アメーバというのは、食い合ったりとか一緒になったりとかがスムーズにできるという意
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味では、私が言ったギブアップがしやすい組織になっている。事業部制のようなものすごい大きな

組織のトップが、うちの事業部辞めた方がいいですよとはなかなか言いにくい。そういう意味で

は、私はアメーバのような小さい単位の方が情報も吸いやすいし動きも取りやすいかなと思う次第

です。

　司会　どうもありがとうございました。あとお二方お三方まで余裕がありますけれども、いかが

でしょうか。

　質問者2　盛和塾鹿児島の森と申します。鹿児島製茶という会社を経営しております。一つお聞

きしたかったのが、多様性を保たないといけないということをおっしゃってましたが、同じ会社の

中で考えたときに、あまりにも考え方が異なる人が多いと、やはりベクトルを揃えづらいというこ

とがあると思うんですが、その辺はどううまく対処していけばいいとお考えでしょうか。

　北　生き残るというキーワードで多様性が大事だと申し上げましたけど、必ずいろいろなタイプ

がいるんですよ、人間というのは。皆さん、血液占いでも星占いでも四柱推命でも、どんな占いで

も相性占いで一つ共通しているのは、3分の1は相性が良くて、3分の1は相性が悪くて、3分の1はどっ

ちでもない。占いの相性占いは必ずそうなっているという意味では、人間というのは必ず、そうい

う組織があると多様性というのはある程度生まれてくると思います。

　特に今、人材というのが少なくて少子化になっている。従業員だって少数精鋭にしていっている。

今“人材”のザイの字はみんな貝偏になって、要するにみんなたから「財」であるというふうに思っ

ている。その場合には、一人一人の個性を見いだして何を伸ばしていくのかっていうことを上司が

うまく引き上げていくということをやっていけば、おのずから多様性というのは生まれていくし、

そしてそれに合った職場に動かしてあげるということが行えない企業は衰えていかざるを得ないん

じゃないかな、というふうに私は思っております。

　そういう意味では、人材が持っているポテンシャルを見いだす、そしてそれを伸ばしてあげる、

そしてそれが一番力の発揮できる所に、適材適所にしてあげるということが基本じゃないかと思い

ます。

　もう一つ加えて申し上げたいのは、多様性ともう一つ生き残るために重要なのは、必ず変わるこ

とであります。皆さんもこうやって座ってらっしゃいますけども、ちょっと席替えしただけでも人

間というのは刺激が生まれる。即ち、同じであると必ず刺激が低減していく。高揚感も低減してい

く。例えば松下電器も事業部制から分社化して、また事業部制に戻すなんてことをやっているとい

うのは、同じであるというだけで必ず高揚というのは低減していくからであります。

　つまり我々は、生き残っていくためには歯を食いしばってでも変わらねばならない。それは間違

いないんです。変わらないと絶対に効率というのは上がっていかない。しかし、変えるときに、何

は変えていいのか、何は変えたらいけないのかを考えながら、ということが重要である。というの



－ 72 －

鹿児島大学稲盛アカデミー　研究紀要　第9号（2019）

を、今私が言った多様性と、それから変わらないといけないんだというのを両立して、それに成功

した企業が生き残るんだろうなと思う次第です。

　司会　ありがとうございました。もう時間がきていますが、せっかくですのでもうお一方だけご

質問お願いします。

　質問者3　よろしくお願いします。稲盛さんと同じ学部、応用化学の卒業で、直接の関係はない

んですけども、興味を持って来ました。私は任意団体「こころの憩い」ということで、地域活性化

と地域福祉に興味があってですね、こういったことをボランティアに生かせないかと思ってるんで

す。その中で、子どもによる未来研究所というものをやりたいんです。

　聞きたいのは、稲盛さんが幼少期にどのような考え方をもっていたか。それを子どもたちに、小

学生に伝えるならば、稲盛イズムを小学生に伝えるならば、こんなことがいいんじゃないかという

何かご示唆をいただきたいんですけども。よろしくお願いします。

　北　稲盛さんが幼少期どうだったかなんて、彼の自叙伝のとおりでありまして、ガキ大将だったっ

ていう。もう稲盛さんの子どもの頃というのは、素晴らしい、将来の名経営者の、「栴檀は双葉よ

り芳し」ということがほとんどないと言ってもいいような感じがあるぐらいの、いじめっ子であっ

たりとか、いたずらっ子であったりとか、掃除の時にはどこかに行ってしまっているとか。そうい

うようなエピソードばっかりではあるんですけども。

　ただ稲盛さんのものすごいキャラが立った子ども時代の中で、いくつか素晴らしいものがあると

すると、まず一つ、親の愛情というのを一身に受けていたということ。父親も印刷会社がものすご

く大変だったにもかかわらず、食事の時には必ず一緒に食べるようにしたという、親の愛情を一身

に受けていたということ。それから七郎さんというお爺さんのように働き者、年がいっても働いて

る人がいて、なおかつ頭を使って考える工夫というものをまわりの人がしている。七郎さんがアイ

スキャンデーというものを夏に作るのを見ながら、七郎さんに対するものすごい尊敬の念を私は

持ってましたと。身近なもので、ものづくりの楽しさというのを経験することを見てる。あるいは

自動製袋機であるとか印刷の機械を見ながら、そのメカニックに対する興味をもつ。そういった刺

激というのをいろいろ与えられたという意味で、稲盛さんは非常に得難い経験をしてらっしゃると

思います。

　もう一つは庭訓の教えというか、例えば隠れ念仏をやってらっしゃった。要するに、私が冒頭に

謙虚であるということが重要だと申し上げましたけれども、宗教心をもつというのは究極の謙虚さ

というのを手に入れることだと思うんですね。非常に神秘的な経験と宗教というものに、若い時に

そういう経験をしたということも、僕は稲盛さんにとってものすごくいいことだったのではないか

なと思います。

　あと、先ほど多様性というご質問がありましたが、それでいいますと、稲盛家って鹿児島の中で
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はちょっと異質なものがあったのではないかなと思うんです。鹿児島の良くないところというのは、

やっぱり封建的な雰囲気というのが残ってたということだと思うんですね。例えば長男はどうだと

いうのが結構皆さんの家でも、鹿児島って特に長男は長男の席があってとか、総領がとかいうのが

比較的日本の中では残ってる風土があるんじゃないかなと私は思うんですけども、稲盛さんの家と

いうのは非常に自由であった。あるいは兄弟が平等で、なおかつ士族がいばるとかそういうことに

対して非常に不満を持っていた。いばるとか特権を持っているということに対するアンチの気持ち

というのを非常に幼い頃から持っていたというのが、彼の反骨心の底流となっていた。要するに長

い物には巻かれろということに対する彼の反発というのが、ずっとあったんではないかなと思うん

ですよね。

　素行という意味ではだいぶマイナスのことばっかりで、あまりお子さんたちには稲盛さんがモデ

ルになりますよというエピソードは少ないのかもしれないですけど、今いったようなことが、非常

に重要な道徳心というのを幼い頃に、ちょっとスピリチュアルな神秘的な例えとともに、真っ白な

子どもの心に入れていくということ。それこそずっと「なんまん、なんまん、ありがとう」って。

私この12月にお会いした時にも、ついこの間も口ずさんだんだよっていうような、感謝の気持ちで

すよね。「なんまん、なんまん、ありがとう」っていうのは、まさに謙虚な気持ちを、それこそ三

つ子の魂百まで持ってらっしゃるということにつながっていく。そういうのが一番大事なことなん

じゃないかなって、私は思います。

　司会　北先生、どうもありがとうございました。会場の皆様には最後に、もう一度大きな拍手を

お願いします。北先生、本当にありがとうございました。
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第６回稲盛アカデミー公開シンポジウム
「稲盛思想を紐解く」

とき：2019年2月2日

ところ：鹿児島大学郡元キャンパス　稲盛会館

【第２部】◎リレー方式・実践報告

稲盛フィロソフィは私の仕事をどう変えたか

　司会（吉田）　ただ今より、第2部リレー方式による実践報告「稲盛フィロソフィは私の仕事をど

う変えたか」を開始いたします。

　本日、実践報告をしてくださる方は、いずれも稲盛経営哲学・履修証明プログラムの修了生の方々

でございます。最初に私の方から、第2部の実践報告者の皆様をご紹介させていただきますので、

よろしくお願いいたします。

　まずお一人目でございますが、坂元学様でございます。坂元様は2期生でございます。続きまして、

第5期生、中村喜寿様でございます。続きまして、第6期生、河野悦朗様でございます。続きまして、

同じく第6期生の二木宏造様でございます。どうもありがとうございます。

　また本日は、盛和塾鹿児島から3名の方々にコメンテーターとして本シンポジウムにご参加をい

ただいております。ここでコメンテーターの方々をご紹介させていただきます。

　まずお一人目でございますが、島津公保様でございます。続きまして、濵田雄一郎様でございま

す。続きまして、上原靖洋様でございます。本日はどうもありがとうございます。

　それでは最初のご登壇者、坂元学様からご報告をお願いいたします。どうぞよろしくお願いいた

します。
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　報告1

稲盛アカデミー倶楽部会員

坂元　学（さかもと　がく）

　皆さん、こんにちは。ただいまご紹介にあずかりました稲盛アカデミー倶楽部会員、濵田酒造株

式会社の坂元学でございます。本日は、「稲盛フィロソフィは私の仕事をどう変えたか」と題しま

して、リレー方式で発表をさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

　ではまず、私が仕事をしております濵田酒造の紹介を少しだけさせていただきたいと思います。

　弊社はいちき串木野市湊町にございまして、創業が1868年、明治元年でございます。おかげさま

で昨年、創業150周年を迎えることができました。事業内容といたしましては、酒類の製造・販売です。

主力商品といたしまして、『海童』、『隠し蔵』、それからこの150周年を記念いたしまして、弊社が

150年の技術を結集してつくりました『だいやめ』という商品などを扱っております。

　濵田酒造グループは、5蔵の焼酎・清酒蔵から成っておりまして、従業員数は330名、代表者は濵

田雄一郎でございます。社是に「敬天愛人」を掲げておりまして、売上高がグループで200億強と

いう事業規模となっております。

　私ですけれども、2004年1月に濵田酒造株式会社に入社いたしました。入社当初は伝兵衛蔵とい

う手づくりの焼酎を造る製造蔵に配属されまして、それから4年後の2008年に生産管理課へ異動い

たしました。そして2014年商品流通部へ異動いたしまして、2016年、この商品流通部という部署が

ロジスティック部という名前に部署名を変更いたしまして、現在ここで物流に関わる仕事をしてお

ります。

　稲盛フィロソフィとの出会い、係わり

　それでは私の稲盛フィロソフィとの出会いから関わりについて、少しお話をさせていただきたい

と思います。

　2004年、私が濵田酒造に入社いたしました時に、稲盛和夫氏の著書であります『心を高める　経

営を伸ばす』という本を会社の方からいただきました。しかし当時26歳だった私は、残念ながらこ

の本を机の引き出しの中にしまったまま、4年間そのままでございました。

　そして2008年、生産管理課という部署に異動したタイミングで、課内の朝礼でこの書籍をみんな

で輪読してコメントをするという活動がありました。その時初めて私はこの本を改めて読むように

なりまして、私の人生の中で初めて稲盛フィロソフィに対して向き合って、ここに何が書いてある

のかなあと読んだのが30歳の時でした。

　それから2013年1月21日、会社内で稲盛フィロソフィをベースとした濵田フィロソフィ手帳とい

うのを編纂するプロジェクトが始動いたしました。おかげさまで私もこのプロジェクトメンバーに

選抜されまして、その当時、鹿児島大学の奥教授といった方と出会いながら、ベースとなる稲盛フィ
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ロソフィについてご教示いただきました。

　今まで社内の先輩や上司から、また自分で書籍を読むことでしか勉強していなかったものが、初

めてこの時、私は外部の人に稲盛フィロソフィとはどういうものかというのを教わり、理解を深め、

多くの気づきを得ました。ちなみに濵田フィロソフィ手帳はこの後、2014年4月に発行されています。

　それから2013年9月に、鹿児島大学稲盛アカデミー「稲盛経営哲学プログラム履修証明プログラム」

第2期を受講することになります。社内でこのプログラム参加者の募集がありまして、ちょうど社

内のフィロソフィ手帳の編纂に携わっていたので、いい機会だと思い立候補して参加いたしました。

この時、アカデミーの吉田准教授や多くの人たちに出会う機会を得ました。

　そして私の中では人生2度目なんですけれども、学ぶことが非常に楽しいと思う瞬間と出会いま

した。仕事とは何か、自分と向き合うことやフィロソフィについて考えることがおもしろくなって

きた時期でございました。

　そして2015年7月、社内で濵田フィロソフィ実行委員会というものが設立されまして、私はその

実行委員に任命されました。稲盛フィロソフィをベースにつくられた濵田フィロソフィの社内普及

に取り組みます。

　今まで自分が、フィロソフィとは何か、自分の仕事とは何かということを自分に向けて考えてい

たんですけれども、これを契機に、従業員にどう理解してもらうのか、社内でどうしたら浸透する

のかということを考えるようになりました。ちなみに濵田フィロソフィ実行委員会では、濵田フィ

ロソフィ論文表彰制度とか推薦制度というものを設立いたしまして、実行委員としてそれに関わり

ました。

　稲盛フィロソフィは私の仕事をどう変えたのか

　では、このように私が学んできました稲盛フィロソフィというものが、私の仕事をどのように変

えたのかということでございますが、稲盛フィロソフィと出会い、実践したことは私の中で大きく

2つの考え方、行動を変えまして、仕事の上で大変、小さなものではありますけれども、成功体験

をもたらしてくれました。

　一つが、「有言実行でことにあたる」ということです。もう一つが、「感謝の気持ちを持つ」とい

うことです。

　まず、「有言実行でことにあたる」ということですけれども、私は現在、ロジスティック部とい

う部署で物流の仕事をしております。2017年の末にヤマトショックというものがございまして、今、

物流クライシスと呼ばれる状況の真っただ中でございます。ドライバー不足であったり、皆さん、

引っ越し難民という言葉を聞かれたことがあるでしょうか。昨年3月には、この引っ越し難民とい

うのが少し話題になったかと思います。そういう状況の中で物流関係の協力会社からの値上げ、値

上げという状況に今、陥っております。そして働き方改革も相まって、今まで普通にできていた、

お客様からいただいた注文に対して当たり前にお荷物を届ける、焼酎を届けるということができな

くなってしまいました。
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　当然これは濵田酒造に限ったことではございません。世の中がそういう状況となっております。

それでも私は、この稲盛フィロソフィを学び、これが実践哲学と教えられ続けていたおかげで、こ

の環境や状況から逃げずに、言い訳することなく、目標を設定しまして、ここが重要なんですけれ

ども、それを社内の会議で公言することができました。そうすることで部下や仲間にも目標を伝え、

一緒に社内の物流改革を進めることができております。

　協力会社を相手に仕事をするんですけれども、協力会社ともとことん話し合うことで、本気で考

えてくれるようになりました。結果、我々は新しい物流スキームを構築することができまして、値

上げによって物流費の単価自体は高騰してるんですけれども、仕組みを変えることで物流費の総額

を抑えるという小さな成功体験を納めることができております。

　逆境に負けず、目標を公言する勇気、それから逃げない自尊心を、私は稲盛フィロソフィに教わ

りました。この「有言実行でことにあたる」というフィロソフィは私に、仕事に対するプライドを

与えてくれたと思っております。

　次に「感謝の気持ちを持つ」ですけれども、今言いました通り、しかしながらですね、逆境の中

で仕事をするということは、うまくいかないことの方が圧倒的に多いです。交渉もうまくいかない、

思い通りにいかないことはたくさんありました。それから、改善や変化ということをしていきます

と、それを重荷と感じて退職を願い出る者も実際おりました。仕事に対する私の情熱は消えずとも、

精神的なこういった悩みにくじけそうになることはたくさん起きております。

　しかしながら、先ほど少しご紹介したんですけれども、濵田酒造には稲盛フィロソフィをベース

とした濵田フィロソフィの論文制度というものがありまして、1年に1回、論文を書きます。そこで

自分を見つめ直すという機会がありました。

　この機会を使って自分を見つめ直していますと、辛いけど意地でもついてきてくれる部下と仲間、

それから、私を信じて最後まで仕事を任せてくれる上司と会社。自分を見つめ直して初めて、ふと

他者の存在に気づいたのです。

　自分を見つめ直すと自分のことばっかり考えがちなんですけれども、実はここで初めてまわりの

存在に気づくということが非常に大きかったと思っています。仕事でうまくいったのは、自分の努

力の前に努力できる状況、環境をつくってくれる人がいるということに気づくことができました。

この会社に濵田フィロソフィというものがあり、それと向き合う時間を与えてもらったからにほか

なりません。

　吉田先生のお言葉を少しお借りしますと、首までどっぷり誰かの力のおかげで人は生きることが

できている、ということをおっしゃっていましたけれども、まさにその通りだなと気づくことがで

きました。

　つまり逆境を乗り切れるというのは、自分の努力ではなくて、努力できる環境を与えてくれる周

囲の人たちのおかげであるということを、私は稲盛フィロソフィに教わりました。感謝の気持ちを

持つというフィロソフィは、傲慢な私を少し謙虚にしてくれたと思っております。

　稲盛フィロソフィと、それに関わる多くの人と出会いは、「有言実行でことにあたる」、「感謝の
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気持ちを持つ」、2つのことを実践できるようになり、仕事においては、「プライドを持つこと」、そ

して「謙虚に感謝できること」というのが身についたのではないかと思います。この2つのことの

おかげで、私は日々の仕事が好転していっているように感じております。

　最後に

　最後にですね、この「有言実行でことにあたる」、「感謝の気持ちを持つ」という2つのことを含んだ、

本当にごくごく小さなエピソードなんですけれども。

　今回のシンポジウムで我々稲盛アカデミーの人間はこういった機会を得るチャンスがありまし

た。この話があった時に私は、この場に立ってこういう話をするということに対して、やってみた

いなという気持ちがあった反面、私などがふさわしいのであろうかという迷いなどもありました。

　家で晩ご飯を食べながら妻に、「今度、稲盛アカデミーでこういう機会があるんだけど、どうだ

ろうか。やってみようかな。やってみたいな」みたいな話をしていました。そうしたら、私には中

学3年生の息子が一人おるんですけれども、今まさに受験シーズン真っただ中なんですけれども、

その話を少し離れたところで聞いておりまして、その息子が言いました。「お父さん、やってみたい、

じゃないでしょ。やります、でしょ」と言ったんです。

　そうだよな、と。やってみたいでは、試合を外から観戦しているだけなんですね。やりますと言っ

て初めて、人はスタートラインに立てるんだということだと思いまして、これぞまさに有言実行で

はないかなと思いまして、手を挙げました。ここに立つことに背中を押してくれた息子に感謝して

おります。

　それからこの機会をつくってくださった稲盛アカデミーにも感謝をしています。そしてここに立

つことを快く了解してくださった会社にも感謝をしております。

　そして最後は、本日聞いてくださった、ここにいらっしゃる皆様に感謝の意を示しまして私の話

をさせていただきたいと思います。どうも、ご清聴ありがとうございました。

　司会　坂元様、どうもありがとうございました。坂元様には、島津様と上原様からコメントを頂

戴したいと思います。最初に島津様、コメントをよろしくお願いいたします。

　島津　ありがとうございました。濵田酒造での社員としての稲盛フィロソフィの学びということ

の発表をしていただいたんですけれども、濵田酒造はまさに盛和塾鹿児島の中でも一番稲盛フィロ

ソフィを実践しているという代表企業のような会社であります。そういう意味では、実際に坂元さ

んがそれに触れて実践するという点で、比較的やりやすいのかなという気がいたしました。でもやっ

ぱりポイントは、自分の考え方をどう変えて、どう実行して、どう結果を残すのかというのが稲盛

哲学だと思いますので、それを今日はご発表いただいたわけです。

　とくに、考え方を変えるというのは難しく、最初は『心を高める　経営を伸ばす』という本をも

らっても、考え方が変わってなければ机の中にしまっておくだけということになるわけです。けれ
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ども、まず考え方を変えることが大切です。これは、JALが再生できたということの一番のポイン

トは何だったかということを稲盛名誉会長が言われていますが、やっぱり考え方を変えたというの

が一番大きかったと言われています。ですから坂元さん自身が考え方をまず変えて、それを実践し

ようとして、いろんな仕事をする中で、壁にぶつかった時にその考え方を実行に移していって、ま

わりを巻き込んで結果を残した。こういうことを実践したというのは、素晴らしいことであるなと

感じます。

　さらにこれからどうするかということを考えると、坂元さんの実体験を企業の中でさらにそれを

広げていかないといけない。坂元さんの立場として、もしそれを具体的に実践するとすれば、どう

いうふうにこれからやっていきたいかということを、もう少し教えていただければと思います。

　司会　お願いいたします。

　坂元　分かりました。ありがとうございます。そうですね、先ほど、私がフィロソフィと触れて

いく時系列を書かせていただいたんですけれども。私がいただいた本を机の引き出しの中に入れて

いたのは26歳の時でした。それからようやく少し気づき始めてきたのが30歳を過ぎてからで、学ぼ

うと思ったり実践をすることを考え出したのが、やっぱり30代後半ぐらいになってからで、今40歳

でございます。私はこの年でそういうことを考えることができた、さっきおっしゃっていただいた

「考え方を変える」ことができて、ほんとによかったなと思ってるんですけれども。26歳の時はそ

うではなかったのも事実でございます。

　今会社には若い従業員がたくさんいて、毎年、高校を出てくる者、大学を出てくる者がいます。

その人たちが、私は30歳を過ぎてからでしたけれども、かなり私よりも早い段階でこういうことに

気づいていければ、会社はもっともっと成長するのではないかと思っておりまして、若い人たちと

こういう話のできる場をたくさん持って、話をしていけたらなあと思っております。

　司会　どうもありがとうございました。続きまして、上原様、コメントをよろしくお願いいたし

ます。

　上原　坂元さん、ご発表をありがとうございました。坂元さんが挙げたご自身の成長の中で2つ、

「有言実行でことにあたる」ということと、あと「感謝の気持ちを持つ」ということをお話しされ

ました。

　「有言実行でことにあたる」というのは、私が思うに、自ら厳しい環境に自分を置くということ

であって、それには大変な勇気も要ると思います。けれども、まわりに発表することで自分に対す

る約束とともに、まわりからの賛同や協力をもらうということをずっと続けてこられているんだな

あと感じました。

　あともう1点が「感謝の気持ちを持つ」という言葉だったんですが、この言葉には、私自身もす
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ごい実感があります。感謝の気持ちを持つことによって、どれだけまわりにいい影響を与えられる

か、自分の思っていることがまわりに伝わるかということを実感しています。この「感謝の気持ち

を持つ」ということが、今、坂元さんがされている仕事で自分自身の中から湧き起こるエネルギー

だったり、感謝の気持ちを持って仕事に取り組まれている坂元さんの姿を見るまわりのスタッフが、

坂元さんに協力しようとしたり、坂元さんの言っていることに対して何かしら自分たちも結果を出

そうということになっているかと思います。この2つが坂元さんのまわりに対して、これからの人

生に対して、素晴らしい効果をもたらすんではないかと感じました。

　入社当時は『心を高める　経営を伸ばす』を机の中にしまっておられた方が、ここでこのような

発表をされて、このように皆さんの心を動かすような話をされたということは、会社の中で誠実に

仕事に向き合いながら、フィロソフィを自分の中で実践されてきた結果ではないかと思います。本

日は素晴らしい発表ありがとうございました。

　司会　上原様、大変熱のこもったコメントをありがとうございました。それでは坂元様に、今一

度大きな拍手をお願いいたします。どうもありがとうございました。

　それでは続きまして、第5期生の中村様に発表をお願いいたします。中村喜寿様、どうぞよろし

くお願いいたします。

　報告2
稲盛アカデミー倶楽部会員

中村　喜寿（なかむら　よしとし）

　中村　皆さん、こんにちは。第5期で学ばせていただきました中村喜寿と申します。南大隅町に

居住しておりまして、南大隅町役場に勤めております。本日は、「稲盛フィロソフィは私の仕事を

どう変えたか」ということについて話をさせていただきたいと思います。

　その前に、南大隅町と申しましても、今ここにいらっしゃる方、ピンとこない方が多いかと思い

ますので、少し紹介をさせていただきたいと思います。

　まず、南大隅町の位置についてですが、大隅半島の最南端にありまして、鹿児島県庁から南大隅

町の本庁舎があります根占川北地区とは直線距離にいたしまして約60キロあります。車とフェリー

を利用いたしまして約2時間の時間距離になっておりまして、今現在、福岡市から鹿児島中央駅ま

で新幹線だと1時間20分程度で来れることを考えますと、時間地図を描きますと南大隅町の方が遠

いということになります。

　続きまして人口規模です。平成31年1月4日現在で7,267人、10年前の平成21年1月4日現在で9,676

人となっておりまして、この10年間で2,409人という大幅な減少傾向にあるところです。

　今、観光に力を入れておりまして、その中でのお勧めスポットが2つありまして、一つが本土最

南端の佐多岬です。突端の灯台の方には行けなくなっておりますけれども、途中に展望台がござい
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まして、天候によっては屋久島、種子島、馬毛島や、三島村の島々がはっきりと見える場所になっ

ております。

　続きまして、雄川の滝でございます。エメラルドグリーンの滝つぼを持つこの滝は、昨年、大河

ドラマ「西郷どん」のオープニングで放映されたことでだいぶ有名になったようです。2～ 3年前

までは地元の人も知らないくらいの秘境の滝でしたけれども、昨年は観光客が16万人を超えまして、

多い日には駐車場の待ち時間が2時間を超える時もあったようです。どちらもインスタ映えの絶景

でございますので、興味のある方は一度おいでいただければ幸いに存じます。

　それでは本題に入らせていただきます。私は地方公務員として南大隅町役場に勤務しております

が、町役場や市役所などは民間企業と異なりまして、自己の事業による直接的な利益を生み出さな

い組織であります。例外としまして、その事業収入で経営をまかなう上下水道局や公立病院などの

ような公営企業もあります。

　それでは、私たち公務員、役場は、何のためにどのような事業を執行するのか。そこに住みます

住民の福祉、利益、生活の質の向上を目的としたサービスを提供しております。

　役場の事業内容ですが、例えば道路の建設・維持・補修の事業、商店街や町内事業所などが実施

しますイベントなどへ職員の参加や補助金の支出を行う事業、住宅の補助など、住民の住みやすい

町づくりのための事業、災害から住民を守るための防災事業、介護保険や国民健康保険の運営など、

多岐にわたっております。

　その中で私は現在、南大隅町教育委員会に在籍しておりまして、学校の校舎、体育館などの施設

管理や授業で必要な備品などを揃えることによりまして、児童生徒の学力、体力の向上を図ること

を職務としております。

　このような内容の職務のために、経営実学などで学ばせていただいた会計学の実務的なことは、

私の仕事におきます行動を直ちに変えるものではありませんでした。が、私の町のように、人口の

大幅な減少などに併せまして町の収入も減っていく、社会状況の大きな変化に対応していくために

は、これまでのような与えられた予算を余すことなく使用することが求められた時代とは異なりま

して、無駄な支出を抑えて余剰金を増やすことが求められてきております。そのような中において

は、実学で学ばせていただきました時間当たり採算の考え方や、経費を最小に抑えることの重要性

が増してきているというふうに考えております。

　一方で、この講座の受講後、仕事に対する考え方や構え方にいくつか変化があったというふうに

感じております。それまでも全く意識していないわけではありませんでしたけれども、今明確にそ

れを意識して仕事をしております。具体的な事例を挙げて説明できないために少し抽象的な表現に

なりますが、とくに次に述べる3つの考えを意識しております。

　まず一つ目です。「常に明るく前向きに」仕事を行うこと。私は、自分の性格は明るい方だと思っ

ております。しかし、仕事上でそのように対処してきたかと問われますと、はっきりと答えられな

いのです。なぜなのかと考えましたところ、あまり仕事が好きではなかったからというふうにしか

答えようがないんです。
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　与えられた仕事につきましては、自分の仕事です。人並みにがんばってきただろうとは思ってお

ります。しかし、与えられた仕事以上のことについては、自分がやらなくても誰かがやってくれる

だろうと思いまして、できない理由を探しておりました。そんな考え方の仕事では、おそらく住民

の方々みんなが喜んでくれる結果は出ていなかっただろうなと反省しているところでございます。

　受講後、仕事を好きになり、楽しもうと努めております。まだ完全にはその境地に達していませ

んけれども、私なりの姿勢で、常に前向きに進む方法を今模索中です。

今日この場にいることも、多分に稲盛フィロソフィを学んだ結果であると思っております。以前の

私であれば、誰かが発表するのを外から眺めているだけだろうというふうに考えております。

　二つ目、「思いやりの心」を持って相手に臨むこと。講座の中では、利他の心とともに教えてい

ただきました。

　誰のために事業を実施するのか。住民の福祉、利益、そして生活の質の向上を目的とするサービ

スを提供する職場にあっては、最も大切な考え方であると思います。それまで、職場の研修などで

教えられてきたことですが、いつの間にか忘れていたように思います。それを思い起こさせてくれ

ました。

　今自分の町に住む人たちが喜んでくれるということは、私の仕事が住民の生活の向上に貢献でき

たことであって、そのことは今、仕事を楽しもうと思い始めた喜びにつながってきております。

　三つ目に、「勇気を持って事に当たること」。自分のしようとしていることが、住民にとって必要

なことなのか。また、その手法は正しいのか。これまでも自問自答することはありましたが、私た

ちの仕事は慣例と呼ばれる、前例を参考にした手法で実施することが当たり前のようになっている

ことが多くあります。今新聞紙上でも取り上げられております毎月勤労統計調査などはその最たる

事例であると思われ、前例に従い、誤った手法で実施されてきたことが問題になっているのではな

いかと思っているところです。

　誤った手法は改めなければなりませんが、それを行うことは、それまでの事業内容を否定するこ

とになりかねないことであります。やすやすと実行に移すことのできないものであります。しかし、

今行っていることが誤っていないか常に考え、誤っている場合には、それを正すことを心掛けるよ

うになってきました。同時に、それを実行に移すことの難しさも感じています。職場の中で軋轢が

生じる可能性もあります。だからこそ今、この「勇気を持って事に当たること」を意識していきた

いということを強く感じております。

　それまで、仕事において大切なことは、熱意と能力であると思っていましたが、稲盛フィロソフィ

を学ぶ中で、「考え方」が最も大切なものだということを学びました。私にとって最も印象的であっ

た、今述べさせていただいた三つの考え方を実行するようになり、それまでの尖った気持ちがなく

なってきたように思います。以前は仕事がうまくいかない時などは、愚痴や不平不満ばかり口にし

ておりました。今これらの考え方で事に臨むようになったところ、不思議とスムーズに事が運ぶこ

とが多くなったような気がします。それは多分、私の中で勝手につくっていた相手との壁がなくな

り、相手の考え方を尊重し、与えられた事に対して感謝できる考え方ができるようになったからだ
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と思っております。この講座で学んだことによりまして、精神的に成長できたのではないかという

ふうに思っております。

　また講義の後で、考え方だけでなく行動としての変化も一つだけありました。毎日、日記をつけ

るようになりました。その日の行動予定を予定表に記入して確認することは以前から行ってきまし

たが、それに加えまして、その日の反省や感想を記入するようになりました。それまでは必要事項

を資料等に書き込んでいましたけれども、それとは別に日記として残しておくことが、その対象の

仕事だけでなく、その他の仕事にもかなり役立つ情報になってきているということに気づきました。

　まとめとしまして、稲盛フィロソフィを学ばせていただいたことは、それを実践することで、仕

事以外でも、私自身よりよく生きるための指針となってきております。今後もご教示いただいた内

容をさらに深め、「常に明るく前向きに、夢と希望を抱いて素直な心で」。それを家族や職場、地域

の仲間にも伝え共有することで、私の人生と仕事と、さらにより良い町づくりに生かしていきたい

と考えております。

　以上、はなはだ稚拙でありますが、ご協力いただきました稲盛アカデミーのスタッフの皆様にお

礼を申し上げまして、私の発表を終わります。ご清聴ありがとうございました。

　司会　中村様、ありがとうございました。中村様には、濵田様、島津様からコメントを頂戴した

いと思います。最初に濵田様、よろしくお願いいたします。

　濵田　中村さん、ありがとうございました。私ども民間の事業会社の立場からしますと、ずいぶ

ん興味深く、行政という立場のお仕事を聞かせていただきました。

　なかなか全国どこでも、この地方の創生というのは非常に重要なことなんですけれども、町役場

の仕事について、「自己の事業による直接的な利益を生み出さない組織」というふうに定義されて

おられました。

　先ほど北先生のお話にもありましたが、事業というのは、実はPLあるいはBSで表せるものだけ

ではなくて簿外資産が大事だと。この簿外資産というところで見たときに、実はガバナンス、統治

力というのが非常に上がる。つまり町としての結束が上がる。そういうところにつながっていくん

だけれども。さて、行政にとってPL、BSというのはないのかなと思うと、実は我々のその町にあ

る企業なり商店なり、そういうところの産業統計というのが多分PLなりBSなりの役割を果たして

いるのだと思うんですね。そういうところを意識しながらやっていくことが、行政のこれからの視

点に非常に必要なのではないかというのを、私はいちき串木野という小さな町の会議所の仕事も関

わってるものですから、いつもそのようなことを感じておるんですけれども、同じような感じを受

けたところです。

　とくに力を入れていこうとされている方向性は観光というお話でしたので、そういう時に非常に

重要なことは、PL、BSというものをどういう形でとらえるか。また、簿外資産をどういうふうに

とらえるか。まさに簿外資産という視点で見たときに、観光という切り口が見えてきたんだろうと



－ 85 －

第6回稲盛アカデミー公開シンポジウム「稲盛思想を紐解く」

思いました。

　そして役場の事業目的、やはりここですね。「住民の福祉、利益、生活の質の向上を目的としたサー

ビスを提供する」という、まさに稲盛さんの「経営の原点12ヵ条」の第1条です。しかし、「住民の福祉、

利益、生活の質の向上を目的としたサービスを提供する」ということが具体的にいかなることかと

いうことで、道路の建設、商店街、住宅、災害、介護という役場の事業内容が出てくるんですね。

　そして今、教育委員会におられるけれども、講義後の変化について実務的に大きな変化はないん

だけれども、これまでのやり方で通用しなくなった。時間当たり採算とか、考え方とか、経費を最

小に抑えるとか、こういう学びの中でいわゆる、予算が決められたらその予算を使い切ることが大

事だという、民間ではありえない、この感覚からの決別が必要だというふうに認識をされているわ

けですね。そのことを地域力向上に使っていくという行政サービスを受ける住民、サービスの元の

税金を生み出す事業活動、企業活動、これのコントロールをする行政という機関の関係性を、やは

りせっかく稲盛アカデミーの講座を学んでおられるので、そこからのその視点で、つまり自分の担

当という視点ではなくて、行政という視点からそういうふうな見直しをするということも非常に有

効ではないかと思ったところでした。

　またそういう考え方の変化によって3つのことを意識している。「常に明るく前向きに」、「思いや

りの心」、「勇気を持って事に当たる」。これをもし中村さんが、ウワッと見える形で、先ほど濵田

酒造の方が「有言実行」とおっしゃいましたが、見える形でやるとおそらく住民の方、あるいはそ

の町の事業をやっておられる方から見えてくる。役場の人でさえもあれだけやるんだから、俺たち

も、俺たちこそやらねばならんという。そういう住民、あるいは事業家への見本モデルにもなり得

るんではないかと思うような、大事な気づきだろうと思いましたね。

　また職場の中で軋轢が生じる可能性もあります。いや、生じるでしょう。だって、異質な人が出

てきたんだから、生じないはずがない。さあ、その時にどうするんだと。実は我々が稲盛名誉博士

から教えていただいている言葉に、「知識、見識、胆識」という言葉があります。いよいよ中村さんは、

その知識のレベルを超えて見識のところに入ってこられた。しかしそれでもなお足らんぞと。それ

では結果は出らんぞと。結果を出したければ胆識だと。つまり実行だと。ここですよね。

　今日いただいた資料の中に、稲盛アカデミーのパンフレットが入っておりました。これの表紙の

ところに、稲盛和夫さんの銅像とともに言葉が書いてありますが、「自分が思い描いた夢は必ず実

現する」とあります。つまり、思い描いた夢、本気の夢ならば、それは「考え方」と置き換えるこ

とができると思います。その考え方というものをそこまで具体プランにまとめ上げていく。その視

点をどの視点で持つか。自分の担当部門で持つのではなくて、行政という全体の構造が見えている

中でとらえていく。そこから自分の担当に落とし込んでいくというこの手法が、先ほどの「知識、

見識、胆識」を上昇させていくポイントだなと思いつつ、我が事を振り返りながら聞かせていただ

いたところでありました。

　行動としての変化で日記をつけるようになったと最後におっしゃいましたが、その日の反省、感

想を書き込むことで、後々の資料として役立つ情報になる。もっと役立たせるためには、そのよう
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なことをやった反省、感想だけではなく、結果の検証をきちっとやっていく。ここでいう結果の検

証とは、数字です。どのような数字に置き換えたらいいのかはプロが考えて数値化すればいいわけ

ですけれども、必ず結果の検証を積み上げることも非常に大事であります。こういう考え方でこう

いうことをやって、こう思ったんだけど、その結果は、実はこういうふうに数字でも変化したと。

ここが胆識というのとつながっていますので、がんばってください。ありがとうございました。

　中村　ありがとうございます。

　司会　濵田様、どうもありがとうございました。続きまして、島津様、よろしくお願いいたします。

　島津　中村さん、ありがとうございました。行政という仕事で取り組まれていて、その中で稲盛

哲学を学ばれたということで、こういう方が行政の中にもどんどん出てくるということが非常に楽

しみだなと思うところであります。ただ一方で、なかなか企業経営と違う部分があって、やりにく

いというところもあるんだと思います。それで私が行政の仕事に対して常々思っていることがあり

ます。私は教育委員をしておりまして、教育委員会の先生方にも、特に定年退職を迎えられる先生

方にもお話しすることがあります。稲盛名誉会長が京都賞を創られた趣旨として、「人のため、世

のために役立つことをなすことが人間として最高の行為である」というふうに言われていますが、

行政の仕事もそうですし、それから先生の仕事もそうですけれども、人のために役立つことをなす

という、まさに人間として最高の行為を行っているという仕事だと思うんですね。ですからそのプ

ライドを持って仕事をするということが、大変大事なのだろうと思います。今回、稲盛アカデミー

で学ばれて、その辺の理解を深められたというのは非常に大きかっただろうなと思います。

　それから、行政の仕事の場合、なかなか直接的な利益に結びつかないところがあるんですけれど

も、最近、行政でもいわれておりますのはエビデンス、数字としてどう結果を残すのかということ。

これは濵田さんも言われましたけれども、それが求められているわけですね。いわゆる税金を使っ

て、お金を使って、何を結果として残すのかということです。

　それで、よく行政の方と話をして気になるのは、例えば、あれもやりました、これもやりました

ということは言われるんです。けれども、じゃあ、その結果、民間なら求められる、どうなったの

かというところまで求められることを行政が理解していない。それが結果として、地域がどういう

ふうになったのかというところまで突っ込まないところがある。この稲盛フィロソフィを学んで、

稲盛フィロソフィのポイントはやっぱり考え方を変えて、行動して、結果を残すということ、結果

を出すということですから、そちらへぜひ、せっかく学んだものを生かしていっていただきたいな

と思います。

　大隅半島のきれいな地域で、まあ人口は減っているかもしれませんけども、15 ～ 6万人の方が来

られたという素晴らしい地域でありますので、そこを活性化させるという取り組みをぜひ自ら動き

だして、がんばって地域を活性化していただければというふうに思います。がんばってください。
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　中村　ありがとうございます。

　司会　島津様、コメントありがとうございました。中村様、大変素晴らしいご報告ありがとうご

ざいました。今一度大きな拍手をよろしくお願いいたします。

　では、続きましてお三方目のご報告でございます。お三方目は河野悦朗様でございます。河野様

はこの3月に修了されたばかりの6期生でございます。それでは、どうぞよろしくお願いいたします。

　報告3
稲盛アカデミー倶楽部会員

河野　悦朗（かわの　えつろう）

　河野　稲盛経営哲学プログラム第6期生の卒業生です。今、稲盛アカデミー倶楽部に入っていま

す河野悦朗と申します。

　「稲盛フィロソフィは私の仕事をどう変えたか」ということで発表させていただきます。今、中

村さんが発表されましたけど、私も公務員です。国土交通省というところがありまして、そこの気

象庁というところに勤めています。

　私はですね、常々悩んできたことがあったんですが、それはリーダーとはいったい何なんだろう

と、いつも悩んでいました。自分はリーダーとしてほんとに力量があるのか。また、資質があるのか。

そう悩んでいる時に、私の尊敬しております稲盛和夫さんのリーダーとしての教えを、鹿児島大学

で学べる機会がありまして、履修証明プログラムを受講いたしました。稲盛フィロソフィを通じて、

リーダーの力はどんなものかというのを学んで、1年になります。今も学びを続けていっております。

　受講プログラムの中に、フィロソフィの中にいろんなものがありまして、大善をもって導くとか、

集団を幸福へ導くとか、謙虚な姿勢を持つ、あとは利他の心に立って判断するとか、いろんな言葉

を学びました。しかし、いろいろ実践をしてみましたけど、なかなか難しいんですよ。私、凡人な

ものですから、なかなかハードルが高すぎて思うようにいきません。

　その中で少しずつ考えていって、自問自答する日々が続きました。それで最後に行きついたとこ

ろが、自分の存在意義だったんです。

　私は国家公務員です。私は公務員として、国民のために誇れるような仕事を今までしてきたのか

とか、私はほんとに人のためになっているのだろうかとかですね。あとは、なぜ今までがんばって

これたのかなあと思うようになりました。

　私はどうして気象庁に入ったかというと、災害で悲しい思いをする人をなくしたいと思って入り

ました。もう素直な気持ちで入りました。そのために、今まで苦しいこともいろいろありましたが、
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がむしゃらになって働いてきたんじゃないかと思い出しました。

　私が入庁して15年目ぐらいの時に、初めて天気予報の仕事をする機会がありまして、初めて天気

予報を発表しました。その時に褒められました。よくがんばってやったなというふうに褒められた

のと、もう一つは、仕事はみんなでやらないと無理だっていうふうに思いました。私だけでやって

も、とてもじゃないけど天気の仕事というのは無理だと思いました。

　上司から、チームワークは大事だ、全員で足りないところを補っていこう、それを忘れるなと口

酸っぱく言われたのを今でも覚えております。

　私は去年の4月に転勤をして、今福岡に住んでいます。九州を取りまとめる天気予報とか気象警

報とかいろいろありますけれども、それを取りまとめる仕事をしております。九州の各県の予報官

の意見を取りまとめて、九州の意見として集約して、それを天気予報に反映しているんですが、私

はちょっと気持ちが前に出過ぎるところがありまして、よく空回りをするんです。それはリーダー

としてというか、上に立つ人間としてしっかりしなきゃいけないというのもありましたけど、それ

で和を乱しているというか、チームワークを乱すこともありました。

　そう考えている中で、鹿児島大学の稲盛アカデミーで「実践経営論」を学んだことがあるんですが、

鹿児島の経営者の方から貴重な体験をお聞きし、学びました。また、本日司会をされている吉田先

生、劉先生、武隈アカデミー長から様々なお言葉をいただいて、いろんな教えをいただきました。

　私に何が足りないのかというと、やっぱりリーダーとしていろんなものが足りないと感じました。

私が今まで思っていたリーダーというのは、少し優位性があって、人の上に立つ人間ですので少し

高めの目線でものを考えていました。少し偉いんじゃないかと。それは違うんですね。それは仕事

の役割分担で、ただ私がリーダーをしているだけの話です。

　私たちは国を守るために全員がリーダーでなければいけない。その中で国民のためにがんばって

いかなければいけないということを再認識しました。そうじゃないと、私が初心で考えました「災

害で悲しい思いをする人をなくしたい」ということにはつながりません。

　そこで何かできないかと考えた時に、私と皆さんとの距離が遠いんじゃないかと思いました。私

が意見を求めるとほとんど返ってこないんですよ。分かってもらえているとずっと思っていたんで

すが、実際はちょっと違う。どうも意見が通らないというか、お互いの距離が遠いなっていうふう

に感じました。

　そこから、私はみんなの意見を聞こうと思いました。どんなことでも、小さなことでも聞いてや

ろうと思いました。聞くことから聴くことへ。チームのことを考えるようになりました。いうこと

と聞くことが今まで半分半分だったんですけど、まず9割ぐらいを聴いてみて、言うこと、しゃべ

ることを1割にしました。そのために、まず相手の言うことを聴こうと考えました。

　間違ってることは間違ってるとはっきり言いますけど、こちらから、こうしろああしろというよ

うなことはやめました。みんなの意見を尊重しようと思いました。迷っている人がいると、自分に

自信があってやりたいと思ってるんだったら、やってくださいと。責任はこちらで取りますからと

いう話もしました。少しずつですが、相手の心を思いやる「利他の心」が私にも芽生えてきました。
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　すると、みんなとの距離がどんどん近くなってきました。キャッチボールの絵を描きましたが、

心のキャッチボールができるようになってきました。それでチームワークができてきて、一人では

なくて全員で、全力でいろんなことを考える姿勢に変わってきました。稲盛さんが言われるように、

ベクトルが合ってきました。あとは、みんなの意見が一つになりますので、一枚岩にどんどん近づ

いてきました。

　それを象徴するのが、実際行き詰まっている案件がありまして、締め切りが3日後に迫っていた

ものだったんですが、一番若い職員がひと言いったことで難局を脱することができたんです。その

若い職員は遠慮して何も言えなかったと思いますけど、物事を型にはまった見方しか我々にはでき

ない、ベテラン組は。それを違う観点から打ち破ってくれました。

　稲盛フィロソフィを通じて、私は素晴らしい体験を今までしています。ぜひ、この中で受講され

ていない方は、稲盛フィロソフィを学んでいただきたいというふうに思っております。これで発表

を終わります。ありがとうございました。

　司会　河野様、どうもありがとうございました。河野様には、上原様、濵田様からコメントを頂

戴したいと思います。最初に上原様、コメントをよろしくお願いいたします。

　上原　河野さん、素晴らしい発表をありがとうございました。改めて、正確な気象予報、いつも

ありがとうございます。快適に過ごさせていただいているのは、おかげさまでございます。

　河野さんはリーダーという言葉をご自身でいろいろ悩みながら、どういったリーダーがいい結果

を生むのか、働いている職場の力を発揮させることができるのかというのを考えながら仕事をされ

ていたということがあるかと思うんですけれど。その中で最初に河野さんがおっしゃっていた自分

自身の働く意義というのが、災害で悲しむ人をなくしたいという思いが詰まっているところに、河

野さんの凄みというのがあるのかなと思いました。そういう思いを持ちながら仕事を続けている

リーダーには、誰でも安心してついていくのではないかなと思います。

　最初ですね、この講演会が次に切り替わる時に会場の模様替えをする時に、河野さんは発表者で

ありながら、模様替えを職員と一緒に手伝っておられました。これはリーダーが持つ自己犠牲、率

先してやるという心の表れではないかなと思います。自分も見習わないといけないなと感じました。

　河野さんがこの発表の中で盛り込んでいただきましたのは、自分の意見を言うのではなくてまわ

りの人の意見を聴くという作業だと思います。この聴くという作業は職場が、事業所が一体となっ

て物事を進めていくときに大事な心構えかと思います。ただ聴くだけでは、自分の言いたいことを

言うだけのスタッフがいたり、また課題意識を持てないスタッフがなかなか発言できないというこ

とがあります。聴くと同時に、自分たちの部署がどういったところに向かうのか、どういった貢献

を地域に与えないといけないのかということを河野さん自身が日頃からスタッフに語りかけている

からこそ、難しい難局も乗り越えられたのではないかと私は感じます。また後ほど、その点につい

ても教えていただけたらと思います。本日の発表ありがとうございました。
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　司会　上原様、コメントありがとうございました。濵田様、よろしくお願いいたします。

　濵田　河野さん、ありがとうございました。河野さんによると、明日は天気が崩れるそうです。

十分ご注意ください。大丈夫ですかね（笑）。ありがとうございました。

　本当に大事な部分を、課題解決のためにこの稲盛アカデミーに貴重な時間を割かれたことが伝

わってきました。

　いや、すごいですね、初心が。災害で悲しい思いをする人をなくしたいというので、運輸省（国

土交通省）、そして気象庁に入る。最初から利他の心というところでスタートして職業選択をされ

たわけですけれども。さて、しかしその中でいろいろやっていくと、だんだんベテランになってき

て、だんだん経験も上がり、結果も積み上げていってリーダーになっていくんだけれども、時とし

て気持ちが前に出過ぎてチームワークというのがなかなかうまくいかない。まわりは混乱する。リー

ダー失格じゃないのかと。こんなことでは、災害で悲しい思いをする人をなくするなんてことはで

きやしない、というので悩まれるわけです。

　ただこの時に大事なことは、チームワークというのは目的ではなく手段だということですね。目

的は何か。それは災害で悲しい思いをする人をなくしたい。この目的達成のための手段としてチー

ムワークが必要なわけですが、ついついチームワークを優先するあまり、そっちの方に偏ってしま

うと、なかなかチームワークがよくなっても仲良しごっこで終わるというのが、実は私をはじめい

ろんな所で散見する事象になるわけです。

　また、その中でたまたまリーダーを引き受けてるんだけれども、しかしそれは単に役割を分担し

ているので、自分でなくてもいいんだということですね。自分でなくてもいい。河野さんでなくて

もいいんですね。しかし河野さんでなくてはならんからリーダーに選ばれたんですね。人が選んだ

のか、自分で自分を選んだのか、それは分かりませんが。

　ここでやはり、一般メンバーとリーダーというのは違うんですね。何が違うのか。リーダーを務

めるだけの力量というものが自他ともに認められる。あるいは、他は認めないが自分で認めている。

しかしそれは我が事ではなくて、自分の保身とか自己顕示欲ではなくて、世のため人のため、災害

で悲しい思いをする人をなくしたいというその1点において、我、人後に落ちずという、このこと

によって自選によるリーダー、手を挙げるという。

　リーダーという人と一般メンバーの違いは、リーダーという役割の自覚。リーダーの役割という

のは大変なことなんだという、この自覚。しかしそれにも負けずに、それに取り組むぞという覚悟

と決意。これが一般メンバーからリーダーに変わる瞬間なんですね。

　そこに気がつかれて取り組んできたときに、では具体的にどうすればいいのかというと、リーダー

というのは、実は言うんじゃなくて聴く方だったということが分かった。聴くを9割、言うを1割に

したところだんだん変わってきて、しかも最後に、責任は俺が取る、がんばれというので、利他の

心を発揮し始めたらみんなが変わった。

　ここで利他の心に変わったんですが、実は最初に入庁した時の初心、災害で悲しい思いをする人
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をなくしたいという、これは利他の心で選んだ職業だったわけですけれど、初めて手段としての方

法論で、チームワークだとか、リーダーになるためには聴くのが9割だとかということをやり始めて、

責任は取る、力を発揮せえという利他の心になってきたところ、その利他の心が、実は部下を通じ

て関係者を通じて周辺を通じて、災害で悲しい思いをする人をなくするというほうに回り始めたと

いう、素晴らしい結果報告を聞かしていただいたわけであります。

　リーダーの資質という、私どもでは会議の前にこれを読んでから会議をやるんですけれども、

ちょっと読み上げさせていただきます。これは京セラフィロソフィ、稲盛哲学です。

　リーダーの資質

　１．事業の発展は、そのリーダーの資質によって決まる。

　２．リーダーは、自ら明確な目標を持っていなければならない。

　３．リーダーは、目標は達成できるものと信じていなければならない。

　４．リーダーは、目標を達成するための方法を部下に知らしめなければならない。

　５．リーダーは部下に、明確な目標を与えなければならない。

　６．リーダーは部下に、目標を達成しなくてはならないと思わせなくてはならない。

　これがリーダーの資質6ヵ条であります。

　こういうことをですね、ぜひぜひ職場で展開していただいて、当初の入庁目的であられた、志で

あられた、災害で悲しい思いをする人をなくしたいというのを、ぜひ実現に向けて前進していただ

きたい。がんばってください。お願いします。

　河野　ありがとうございます。

　司会　濵田様、大変力のこもった素晴らしいコメントをありがとうございました。河野様、本当

にありがとうございました。今一度大きな拍手をお願いいたします。

　それでは引き続きまして、最後のご報告者でございます。

　4人目、最後のご報告者は、同じく6期生の二木宏造様でございます。それでは、どうぞよろしく

お願いいたします。
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　報告4

稲盛アカデミー倶楽部会員

二木　宏造（ふたき　こうぞう）

　二木　皆さん、こんにちは。稲盛アカデミー 6期生の二木です。私で最後でございます。私がこ

のアカデミーに通ったのはちょうど1年半前、九州経済研究所というところを早期退職いたしまし

て、経営コンサルタントとして独立直後でございまして、当時の自分の課題を解決しようというこ

とがきっかけでございました。

　本日は受講前の準備、それからその後の変化について、少し皆さんの経営のヒントになればと思

い、報告をしたいと思います。よろしくお願いいたします。

　それではお手元のレジュメに沿って話を進めてまいりたいと思います。話に入る前にですね、ま

ずどのようなスタンスでこのアカデミーに臨もうとしたかについてお話ししたいと思います。

　前職は、中小企業経営者の相談を受けるコンサルティング業務を行っておりました。当時、9割

はいわゆるドンブリ経営の経営者のご相談で、その思考の一般的なパターンというのは目先の結果

について、売上が伸びないとか利益が伸びないとかのご相談。それに対してやり方をどうしたらい

いのかというお話がほとんどで、では経営者としての考え方についてはどうなんですかというお話

をすると、クエスチョンマーク（？）というような思考の、（図の）右から左へのパターンという

のがほとんどでございました。

　一方、優良企業の思考プロセスというのは全くこの逆で、経営者のぶれない考え方、あり方をも

とに、経営戦略、マネジメント、計画のやり方が決まり、そして成果を生むというような、真逆の

「あり方→やり方→成果」。こういう思考のプロセスで動いております。

　これはフィロソフィの中でも、まず考え方が人生を左右するといわれておりますので、私個人の

課題解決もこのプロセスを大事にしようと、まず思いました。

　それからもう一つですね、「1つの行動を、多くの成果につなげるための着眼点」について考えて

おります。1アクション3ゴールという考え方を取り入れております。これは、実は私が所属してい

る日本キャッシュフローコーチ協会というところの共通言語でございます。

　昔理科で習いましたよね。フレミングの左手の法則という、こういう形があると思うんですけれ

ども。要は、「角度が違う3つのゴールを、1つの行動に対して設定する」というような考え方を取っ

ております。

　普通は、1アクションに対して1つのゴールを設定するんですけれども、3つ以上設定していると、

それだけアンテナが立ちますので、それだけ成果に近づく。いろんなものが入ってきやすい。加速

度的に成長が進むという考え方です。これは非常に有効ですので、皆さんぜひ取り入れていただけ

ればというふうに思います。

　じゃあ、具体的にどういうふうな3ゴールを設定したかというお話をこれからしたいと思います。
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当時設定した3ゴールです。

　1つはあり方なんですが、これは、資格、役職に頼らない自分の経営理念、セルフイメージを確

立するということです。

　2つ目、やり方です。これは私がコンサルティングとかセミナーとかでどういうものを使ってや

るかということなんですが、稲盛経営哲学を取り入れて成果へつなげるPDCAの実践ツール、これ

を「明快Vノート」と呼んでいるんですけれども、これの作成を行うというのを決めました。

　それから3つ目。これはあり方、やり方の両方に関わってくる話なんですが、こういう稲盛アカ

デミーといったような志の高い受講者の方々とのご縁を大切にしていこうというふうに考えよう

と。

　この3つを設定しましたので、1つずつ説明をさせていただきたいと思います。

　１．あり方

　まず、あり方です。自分のあり方を考える前に、講義でいろいろと教えていただいた資料やフィ

ロソフィを一つ一つひも解いていきました。そして自分の仕事に一番関係のあるフレーズを抜き出

していく作業を繰り返しておりました。そして、自分の仕事の意義というものを文章化しようと思

いました。

　私の仕事の対象は零細企業がほとんどなのですが、相談相手の少ない中小企業者にこそ、あり方

を起点にビジョンを描いて、そこに向かって組織を動かす、パートナーとしての存在が必要なので

はないかというふうに思い至ったわけです。

　これに基づいて、経営理念ということで、非常に短いですけれども、「経営者と共に成長し、愉

しみを分かち合う存在となる」ということを決めました。

　それから、これはあまり聞きなれない言葉かもしれませんが、セルフイメージというのが非常に

大事だと、昔勉強に行ってた先生から教わりました。資格や役職名ではなく自分のあり方を表す肩

書き、これが大事ということを言われておりまして、実はアカデミーに入る前、2年前からずっと

このことを考えて続けていたんですが、答えがなかなか出なかったんですね。それで先ほどの、自

分の仕事の意義とか、こういう理念が決まりましたので、ここで発表するのも非常におこがましい

んですが……。

　これは、他人を説得するよりも自分を納得させる効果があるんですね、このセルフイメージとい

うのは。それで決めたのが、「フィロソフィパートナー」というイメージを固めまして、これで正々

堂々と名乗りながら、今仕事をしております。ちょっとここはドキドキしております。

　２．やり方

　次はやり方です。知識や気づきを行動に変え、成果につなげる仕組みづくりということで、これ

を主にぼくがやるセミナーとかコンサルティングで使う道具立てをしっかりつくろうと思って取り

組みました。明快Vノートといいます。表紙はこんな感じです。ちょっとカッコよく、重厚な感じ
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で作っております。

　このコンセプトですけれども、1つは経営者の考え方ということで、稲盛経営哲学をベースに、

いろんな要素を取り入れているということです。

　そして2つ目ですが、実際に行動に移さなければならないので、P.F.ドラッカーのタイムマネジ

メントの考え方もちょっと盛り込んでおります。それから自分の経験値で、コンサル現場の具体的

なノウハウもいれて、3つのカテゴリーのエッセンスからなるPDCA実践ツールというのを、この

稲盛アカデミーの期間中につくりあげようと思いました。実際に出来上がりました。

　その骨格ですけれども、まず経営理念が大事ということで、それに基づいてビジョンを決めて、

そして現状分析をして、この矢印はそこに向かう戦略の方向性ですね。そして具体的に、ここに階

段状になっておりますが、上りやすい具体的な階段をつくって、上るべき一歩を明確にするのが経

営計画。そして、そのビジョンの裏付けとなるのがお金のプランということで、ビジョンとキャッ

シュをどう両立させていくかというのをコンセプトにつくっております。

　そしてこの計画を、計画だけ作ってもダメなんで、具体的にどう回していくかというのが非常に

大事なところだと思います。

　これが、毎日反省をしてPDCAを回す、というような考え方です。ご存じのように、PDCAのP

はプランですね。Dは実行、Cはチェック、Aはアクション、改善ですね。

　ということで、1年間の計画をまず作ります。これがプランニング（planning）です。12カ月あ

ります。そして、それを1カ月にブレークダウンします。そして1週間にブレークダウン、1日単位

にブレークダウンすると、1年間の計画が1日単位で、今日は何をすべきかというのが、具体的に計

画が立ってまいります。

　これに基づいてdoを行います。その結果をcheck、actionという行為を今度は繰り返していくわ

けですが、この場合は、今計画は上から下に降りてきましたけれども、check/actionの場合は逆です。

1日単位で毎日反省をしていく。それから1週間単位で、1カ月単位で、そして1年単位でというふう

に、下から上へcheck/actionは回していくというようなつくりになっております。

　イメージとしてはちょうどこのUの字型で、PDCAが動いているというようなノートを作ってお

ります。

　それから一つの事例ですけれども、12週間の計画を立てるときの事例ですが。まずは1のところで、

月間計画を週刊計画に落とし込み、今週のテーマをしっかり決めましょう。ノートに書きましょう。

そしてこのテーマに基づいて、ここ非常に肝心なところですが、サクセスストーリーをつくる。サ

クセスストーリー。要は、週の初めに、週が終わった状態をイメージしてつくる。何をいつまでに

どのような状態にして達成したかという未来完了形で、自分の仕事がうまくいった姿をイメージす

るというのを週の初めにやっていただくというように作っております。

　フィロソフィの中では、心に描いたとおりになる、能力を未来進行形でとらえるといわれており

ますが、これを参考にして、（例えば、今はできないことが2週間後には計画が完了したという）成

功イメージを持ち仕事に取り組むことが大事だ」という、私の指導方針をつくり、ノートの中で
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フォーマット化したと捉えていただければと思います。

　これはこのノートのパンフレットでございまして、会場の中に持ち込めなかったので外に詳しい

パンフレットを置いておきます。これともう一つ別に「財務系の脱ドンブリ経営セミナー」という

チラシも2部置いてございますので、ご興味のある方はぜひ持っていっていただきたいと思います。

　３．あり方、やり方

　では3つ目の、あり方、やり方、ご縁を大切にするというお話をさせていただきます。これはゴー

ルを設定しておりますが、まだ継続中です。実践中です。

　ご縁を大切にする。私はジャズピアニストの佐山雅弘さんという方の言葉を非常に大切にしてお

りまして、「自分は食べたモノによって出来ているのではなくて、出会った人によって出来ている」

という言葉を大事にしております。

　じゃあ自分はどういうふうに実践するかというと、やはり自ら情報発信をしていく。情報交換、

直接ご対面していろんな情報交換をしていく、コンパとか、今の時代だとSNS、ホームページとか

いろんなツールがございますので積極的にやっていく。今日のアカデミーの発表もその一つだと

思って引き受けた次第です。積極的に情報発信をしていくというのを実践していきたいと思います。

それから2つ目、この度できました稲盛アカデミー倶楽部の積極活用も大事なことじゃないかと思っ

ております。

　すぐできる実践としては、皆さんぜひ、帰るまでに左右の方、前後の方と名刺交換をしてご縁を

つくっていただく。これが今日来ていただいた一つの大きな収穫になるかもしれませんので、ぜひ

実行していただきたいと思います。

　まとめです。まず、「あり方」を起点とした思考のプロセスが大事ということで、何度も繰り返

しておりますが、「あり方→やり方→成果」、この思考のプロセスをやはり大事にすべきかなあと思

います。

　それから2つ目。今日は島津興業の島津様も来ていただいていますので、言うのもはばかるんで

すが、島津日新公いろは歌ということで、これは講義の中でも触れていただきましたが、「いにし

への道を聞いても唱へても我が行いにせずば甲斐なし」といういろは歌。薩摩の郷中教育の根幹と

なる教えではないかと思います。これはまさに我々ビジネスに関わる人間にとっても非常に大事な

考え方かなと思います。昔のいい考えを聞いても、稲盛経営哲学、いい勉強をしてもですね、実践

しなければ何の甲斐もないよと。フィロソフィの中では、フィロソフィを血肉化していかなければ

何の意味もないというフレーズがありましたけれども、それと全く同じかなあというふうに思いま

す。最後に、今後も皆さんとともに、稲盛アカデミーで学んだ素晴らしい道を実践して、社会に貢

献していきたいと思います。これからもよろしくお願いいたします。

　ありがとうございました。

　司会　二木様、どうもありがとうございました。実はすでに所定の時間を少し過ぎておりますが、
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非常に素晴らしいコメントを頂戴しておりますので、このペースで進めたいと思います。

　二木様につきましては、島津様と濵田様にコメントを頂戴したいと思います。まず最初に島津様、

どうぞよろしくお願いいたします。

　島津　二木さん、どうもありがとうございました。二木さんは経営コンサルタントという仕事を

されておられる関係で、この稲盛フィロソフィというものを学んで経営コンサルの実践の中で生か

していこうということで取り組まれた結果を発表していただきました。今日初めて発表されたのか

どうか分かりませんが、このフィロソフィパートナーという新しい言葉をつくられて、事業として

それを進めていこうとされているということですので、ぜひ稲盛フィロソフィを大きく広めるとい

う意味での役割を担っていただくということでがんばっていただきたいと思います。

　経営コンサルですので、ある意味稲盛フィロソフィの考え方は比較的浸透しやすいのかなと思っ

たりもしたんですけれども、でもやはりまず自分の役割、自分のすべきことは何かということをしっ

かりと考え直されて経営理念ということで考えられた。経営の原点12 ヵ条でも、事業の意義、目

的を明確にするというところから出発していますので、そこがないといけない訳です。クライアン

トの企業に対してお話をすることは、やはりそれがポイントになるのではないかというふうに思い

ます。

　そしてその次にくるのが、具体的に目標を立てるということで、これは数字であったりそれに類

するものをつくって、今度はその思いを、強烈な願望を抱いて、それを実践していく。そして誰に

も負けない努力をするということにつなげていかないといけない。

　今日のご発表の中では、そのフィロソフィをどういうふうにクライアントに伝えるかというとこ

ろまではご説明がなかったんですけれども、多分実際の中では実践されていかれると思っています。

ぜひその辺まで含めて、この稲盛フィロソフィというものを実践することが素晴らしい結果を生む

んだということを、二木さんの事業を通してさらに多くの企業に関わって、いい企業にしていただ

くことができればと期待をしております。ぜひがんばってください。ありがとうございました。

　司会　島津様、どうもありがとうございました。続きまして、濵田様、よろしくお願いいたします。

　濵田　どうも二木さん、ありがとうございました。さすがに金融機関での数多くの経験をベース

にコンサルタント事業を立ち上げられて、このアカデミーでの学びを自分のところのお考えとマッ

チングさせたという、非常にまとまった内容だったと思います。ありがとうございます。

　我々、稲盛哲学を学ぶなかで、「人生・仕事の結果＝考え方×熱意×能力」という公式があるん

ですけど、それを「あり方→やり方→成果」というプロセスで分かりやすくコンサルしていこうと

いうお話です。どうぞがんばってください。

　また、日新公いろは歌「いにしへの道を聞いても唱へても我が行いにせずば甲斐なし」。多分、

行いにするのはなかなか難しい。考え方、熱意、能力が必要なんですね。この中で非常に大事になっ
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てくるのが、もちろん社員、あるいは社員とは違った角度から見てくれる、能力を発揮してくださ

る外部の方が必要かもしれません。それが二木さんなんでしょう。

　「心こそ軍（いくさ）する身の命なれ揃ふれば生き揃はねば死す」という日新公いろは歌もあり

ますけども、ぜひフィロソフィパートナー、二木さん、心を込めて、がんばってください。ありが

とうございました。

　二木　ありがとうございます。

　司会　濵田様、どうもありがとうございました。二木様ご報告ありがとうございました。もう一

度大きな拍手をよろしくお願いします。

　以上をもちまして、4名の実践報告を終了させていただきたいと思います。改めまして本日ご報

告をいただきました4名の稲盛アカデミー倶楽部の皆様方、そして素晴らしいコメントを頂戴いた

しました盛和塾の3名の方々にお礼を申し上げたいと思います。どうもありがとうございました。

　それでは閉会のご挨拶をさせていただきたいと思います。まずは貴重なご講演をいただきました

北康利様に、厚く御礼を申し上げたいと思います。そして第2部の登壇者の皆様方、コメントを頂

戴いたしました盛和塾鹿児島の皆様、本当にありがとうございました。

　第2部ではそれぞれの皆様の素晴らしい学び、そして学びの後のご実践のお話をいただきまして、

本当に素晴らしい知を共有することができたのではないかと思っております。また次回以降、新た

なテーマでのシンポジウムの開催を企画いたしておりますので、本日ご参集いただきました方々に

はぜひ今後ともご指導ご鞭撻をいただけますよう、心よりお願いを申し上げます。

　配布させていただいております資料の中に、稲盛アカデミーが昨年度作成いたしましたパンフ

レットも入れさせていただきました。この中に私ども鹿児島大学稲盛アカデミーで、まさに今日発

表していただいた4名の方が修了された社会人向けプログラム、120時間をかけて学ぶというプログ

ラムでございますが、本日7期生の方にも来ていただいておりますけれども、ご関心がある方はぜ

ひ受講を検討していただければありがたいと思っております。

　それでは以上をもちまして、第6回稲盛アカデミー公開シンポジウムの全ての日程を終わらせて

いただきたいと思います。お忘れ物がないように、お気をつけてお帰りいただければと思います。

本日はどうもありがとうございました。


